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真っ赤なイチゴに大満足！�
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���

　
平
戸
市
の
観
光
体
験
は
、
平
成

14
年
に
ス
タ
ー
ト
。
体
験
実
施
当

初
は
、
個
人
型
観
光
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
数
人
で
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
平
戸
焼
き
の
透
か
し

彫
り
」
や
「
干
物
づ
く
り
」
な
ど
の

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
現
在
で
は
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も

大
幅
に
増
え
、
平
戸
の
自
然
や
地

場
産
業
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、

年
間
を
通
し
て
観
光
体
験
が
楽
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
小
規

模
の
受
け
入
れ
だ
っ
た
体
験
も
、

メ
ニ
ュ
ー
の
増
加
や
受
入
体
制
の

充
実
に
よ
り
修
学
旅
行
な
ど
の
団

体
客
も
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
年
間

約
２
千
人
も
の
人
が
平
戸
体
験
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。�

平戸ならではのメニューで、�

年々人気を呼んでいる平戸体験。�

平戸の豊かな自然、また、地場産業を生かしたメニューは、�

どれをとっても魅力たっぷり！�

平戸体験は、観光客のみなさんだけでなく�

市民のみなさんにもおすすめ！�

“やらんばわからん”平戸体験。�

この機会にぜひチャレンジしてみてください！�

人に触れ、自然に触れ�ほんものの体験で平戸を満喫！�人に触れ、自然に触れ�ほんものの体験で平戸を満喫！�

平戸体験�平戸体験�特
　
集�

年
々
増
加
す
る�平

戸
体
験�
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担当者が�
教える�

���

　
平
戸
体
験
は
、
壮
大
な
自
然
と

歴
史
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
ら
れ
る
平

戸
な
ら
で
は
の
豊
富
な
体
験
メ
ニ

ュ
ー
が
魅
力
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は

全
部
で
21
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

平
戸
の
産
業
を
生
か
し
た
体
験
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
平
戸
と
い
っ
た
ら
や
っ
ぱ
り
海
。

大
人
気
の「
漁
師
体
験
」や
「
干
物

づ
く
り
体
験
」の
ほ
か
、「
塩
づ
く

り
体
験
」や「
川
内
か
ま
ぼ
こ
作
り

体
験
」
な
ど
、
豊
か
な
海
に
恵
ま

れ
た
土
地
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
体

験
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。�

　
平
戸
は
海
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

で
す
が
、
農
作
物
の
宝
庫
で
も
あ

り
ま
す
。
農
業
体
験
で
は
、
平
戸

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
有
名
な
平
戸
ロ

マ
ン
の「
生
シ
イ
タ
ケ
摘
み
体
験
」

や
、
家
族
連
れ
に
人
気
の
「
イ
チ

ゴ
収
穫
体
験
」、「
ア
ス
パ
ラ
収
穫
体

験
」「
夏
香
栽
培
体
験
」
な
ど
特
産

品
の
収
穫
作
業
の
体
験
が
で
き
ま

す
。�

　
そ
の
ほ
か
、
平
戸
の
伝
統
工
芸

品
で
あ
る
「
平
戸
焼
体
験
（
透
か

し
彫
り
・
ミ
ニ
チ
ュ
ア
教
会
の
絵

付
け
体
験
）」、
平
戸
に
伝
わ
る
伝

統
の
凧
「
鬼
洋
蝶
づ
く
り
体
験
」
、

武
家
茶
道
鎮
信
流
の「
茶
道
体
験
」

な
ど
、
平
戸
の
歴
史
を
生
か
し
た

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
平
戸
体
験
は
、
平

戸
の
魅
力
が
つ
ま
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

が
た
く
さ
ん
。
市
民
の
み
な
さ
ん

も
、
ぜ
ひ
、
平
戸
体
験
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
働
く
こ
と
の
大
変

さ
や
大
切
さ
、
自
然
の
雄

大
さ
を
感
じ
て
、
平
戸
な

ら
で
は
の
魅
力
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
。�

平
戸
な
ら
で
は
の�

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー�

平戸体験情報誌�
「やらんば」�

シーズン到来！�
漁師体験！�

　体験情報誌「やらんば」では、市

内で行われている体験メニューのほ

か、体験者の声や体験の魅力などを

紹介しています。お子さんの自由研

究や子ども会の旅行に、友だちとの

思い出づくりなどの参考にしてみて

はいかがですか？�

　本物の漁師さんたちと一緒にいざ

海へ！平戸の海にはいろいろな種類

の魚がたくさん。何が獲れるかは網

をあげてからのお楽しみです。漁が

終われば新鮮なお魚をバーベキュー

で食べることができます。さぁ、今

日はどんな魚が獲れるかな？�

詳しくは、観光商工課まで。�

たくさんの“感動”が�
あなたを待っています！�
たくさんの“感動”が�
あなたを待っています！�

溢れる“笑顔”�溢れる“笑顔”�

TOPICS

平戸体験�

！�

ほんものの体験で平戸を満喫！�

平戸体験�平戸体験�
特
　
集�

平戸体験�
ワンポイントアドバイス�
平戸体験�

ワンポイントアドバイス�

平戸体験担当�
下川奈津美�

（観光商工課観光班）�

１　自然の恵みを満喫しよう！�
　普段から見慣れている自然だけど、それがもた
らすものは私たちにとってかけがえのないもの。
海の恵み、山の恵みを肌で感じてみましょう！� �
�

２　巧の業を体感しよう！�
　天然の塩、透かし彫り、石細工など、どのようにして作られてい
るのでしょうか？その道の職人が丁寧に指導してくれるので安心し
て体験ができます。こだわりの巧の業を体感し、自分だけの作品が
完成したときは何物にも代えがたい感動があるはずです。�
�

３　いろいろな体験にチャレンジしよう！　�
　豊富なメニューを取り揃えている平戸体験。一つ体験しただけで
は平戸の魅力はわかりません。さまざまな体験にチャレンジして、
「ほんものの平戸」を体感してください！�

な
つ  

か�

！�
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MAP
平戸体験！�

なんでも体験！まるごと体験！�

あれもこれも、�

なんでもチャレンジ！�

平戸の楽しさを�

思いっきり満喫！�
大島村�

田平町�

生月町�

383

383

19

156

60

153

生月大橋�

奥平戸�
うったまげた村�

204

200

平戸市街地�

42

平戸大橋�

平戸城�

平戸観光資料館�

最教寺�

聖フランシスコザビエル�
記念教会�

平戸文化�
センター�

観光案内所�

市街地拡大図�

松浦史料博物館�

ひらど遊学ねっと.

度　島�
いかしゃくり�大島村体験型観光協議会�

漁師体験・民泊�

田平体験振興会�
漁師体験・民泊�

平戸森林組合�
シイタケ摘み体験�

田原石碑店�
石細工サンドブラスト体験�

壽里（じゅり）�
アスパラガス収穫体験�

塩工房�
塩づくり体験�

善果園�
平戸夏香栽培体験�

高　島�
高島まるごと体験�

志々伎漁協�
志々伎体験振興会�

漁師体験・民泊� 福田酒造�
酒造り体験�

長崎慈眼堂�
塩づくり体験�

シービューランチ�
乗馬体験�

中野漁協�
かまぼこ作り体験�

綾香水産�
漁師体験�

松浦史料博物館�
茶道体験�

平戸茂右ヱ門窯�
平戸焼・絵付体

篠崎海産物店�
干物づくり体験�

平戸市シルバー�
人材センター�

鬼洋蝶づくり体験

生月島体験観光協議会�
漁師体験・民泊�

イチゴハウス�
イチゴ収穫体験�

平戸体験振興会�
紙漉の里体験�

塩炊き屋�
塩づくり体験�

イチゴハウス�
イチゴ収穫体験�

イチゴハウス�
イチゴ収穫体験�
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TOPICS

ほんものの体験で平戸を満喫！�

平戸体験�平戸体験�
特
　
集�

平 戸 体 験 �

奥平戸うったまげた村�

　裏平戸クルージング（所要時間：１時

間30分）や、遊休地を活用した交流

事業など、さまざまなツーリズム体験を

実施しています。詳しくは、事務局ま

でお問い合わせください。�

お問い合わせ�

　事務局（　22-4372）�

　子牛の授乳体験やミニチュア盆栽作

り、石の釜戸で竹筒炊飯・海鮮バーベキ

ューなど、さまざまなツーリズム体験を実

施しています。詳しくは、事務局までお

問い合わせください。�

※予約は１週間前まで�

お問い合わせ�

　事務局（　27-1343）�

！�

お問い合わせ・お申し込み�

◎観光商工課観光班【平日のみ】�
　　22-4111（内線2274）�

　◎平戸観光協会　　23-8600　◎平戸観光案内所　　22-2015�

【注意事項】�

・どなたでも気軽に参加できますが、事前に予約が必要です。�

・体験内容によっては、天候により開催できない場合があります。�

・服装なども体験内容にあわせ、着替えなどの準備もお願いします。�

平戸体験
に感動！�

　子どもたちに実際にイチゴがなっている姿を見せたく申し込みました。今

回の体験で、イチゴの生育の過程を知り、食べ物の大切さについて改め

て知ることができました。子どもたちも大変感激して喜んでいました。平戸

のイチゴはとっても甘くておいしいですね！イチゴ農家の大浦さん（写真左・

下中津良町）の話で深く心に残ったのは“安全・安心”ということです。子

を持つ親として嬉しく思いました。体験の受け入れをしてくださったみなさ

ん、本当にありがとうございました。�

体験者に聞きました。�体験者に聞きました。�

NPOひらど遊学ねっと．�

！�

その他の�
ツーリズム体験�

イチゴ収穫体験�

中村大介さん一家�
（佐世保市在住）�

「食べ物の大切さを�
　　　　   改めて感じました」�

▲ゴリラ島（古江湾入口）�

　初めての平戸、また初めての平戸体験で感動の一日でした。塩づくり

の過程や林さん夫妻（写真右・紐差町）のまごころのこもった対応、塩づく

りへのこだわり、体験した人しか味わえない「一番塩」。そのどれもが感動

の材料となりました。子どもたちも目を輝かせ、�

「楽しかった」と大喜びでした。時折、体験の裏に見え隠れする職人の苦

労などを垣間見れたことも良い経験となりました。平戸には

まだまだたくさんの体験があるので、ぜひまた体験したい

と思っています。�

 広報 ひらど　平成19年５月号�
Hirado City Public Relations5

塩づくり体験�

北山民彦さん一家�
（福岡県前原市在住）�

「体験した人しか味わえない�
　　　　 　  感動があります」�



行
政
改
革
実
施
計
画�

〜
抜
本
的

〜
抜
本
的
な
行
財
政

行
財
政
の
改
革
改
革
に
向
け
て
⑧
〜�
〜
抜
本
的
な
行
財
政
の
改
革
に
向
け
て
⑧
〜�

　
こ
れ
ま
で
シ
リ
ー
ズ
で
厳
し
い
市
の
財
政
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

　
こ
れ
ま
で
シ
リ
ー
ズ
で
厳
し
い
市
の
財
政
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

お
知
ら
せ
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
の
見
通
し
で
は
、
平
成

て
き
ま
し
た
。
現
在
の
見
通
し
で
は
、
平
成
2121
年
度
に
約

年
度
に
約
1414
億
円
の
財
源
が
不
足

億
円
の
財
源
が
不
足

す
る
見
込
み
で
あ
り
、
抜
本
的
な
行
財
政
の
見
直
し
が
不
可
欠
と
な

す
る
見
込
み
で
あ
り
、
抜
本
的
な
行
財
政
の
見
直
し
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
組
織
の
整
理
縮
小
や
職
員
総
人
件
費
の
抑
制
、
全

こ
の
こ
と
か
ら
、
組
織
の
整
理
縮
小
や
職
員
総
人
件
費
の
抑
制
、
全
事
務
事
業
の

事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
を
実
施
し
、
市
民
協
働
や
社
会
情
勢
に
適
合
し
た
持
続

見
直
し
な
ど
を
実
施
し
、
市
民
協
働
や
社
会
情
勢
に
適
合
し
た
持
続
可
能
な
財
政

可
能
な
財
政

運
営
と
自
立
し
た
自
治
体
を
目
指
す
た
め
、

運
営
と
自
立
し
た
自
治
体
を
目
指
す
た
め
、「
行
政
改
革
実
施
計
画

行
政
改
革
実
施
計
画
」「
財
政
健
全
化

財
政
健
全
化

計
画
計
画
」「
定
員
適
正
化
計
画

定
員
適
正
化
計
画
」の
３
つ
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

の
３
つ
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
シ
リ
ー
ズ
で
厳
し
い
市
の
財
政
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
の
見
通
し
で
は
、
平
成
21
年
度
に
約
14
億
円
の
財
源
が
不
足

す
る
見
込
み
で
あ
り
、
抜
本
的
な
行
財
政
の
見
直
し
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
組
織
の
整
理
縮
小
や
職
員
総
人
件
費
の
抑
制
、
全
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
を
実
施
し
、
市
民
協
働
や
社
会
情
勢
に
適
合
し
た
持
続
可
能
な
財
政

運
営
と
自
立
し
た
自
治
体
を
目
指
す
た
め
、「
行
政
改
革
実
施
計
画
」「
財
政
健
全
化

計
画
」「
定
員
適
正
化
計
画
」の
３
つ
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。�

宣�

言�

���

◎
行
政
改
革
実
施
計
画
と
は�

　
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
実
効
あ
る

改
革
に
結
び
つ
け
る
為
に
策
定
す
る
も

の
で
、
計
画
期
間
は
平
成
18
年
度
か
ら

21
年
度
ま
で
の
４
年
間
。�

　
見
直
し
の
内
容
と
し
て
は
、
市
民
が

参
加
す
る
仕
組
み
づ
く
り
や
満
足
度
重

視
の
行
政
へ
の
転
換
、
目
標
管
理
型
の

行
政
経
営
を
目
指
し
ま
す
。
特
に
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
指
針

作
成
や
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
化
、

行
政
評
価
制
度
の
導
入
な
ど
に
取
り
組�

み
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
組
織
の

複
雑
化
や
職
員
数
の
増
大
、
各
地
区
の

不
均
一
な
サ
ー
ビ
ス
（
公
共
料
金
の
格

差
や
地
域
の
独
自
制
度
）
が
生
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ

と
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
最
も
必
要�

と
し
て
い
る
産
業
の
振
興
、
企
業
立
地
、

少
子
高
齢
化
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
た

仕
組
み
や
制
度
を
整
備
し
ま
す
。�

◎
具
体
的
な
計
画
内
容�

　
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
て
、
91
項

目
の
見
直
し
を
行
い
、
総
額
40
億
８
千

万
円
の
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。�

取　組　内　容�

消防・医療職を除く職員採用を原則停止�

（職員56人削減）�

市長以下特別職給与の一律削減、各種報酬の見直し�

職員給料の見直し（給料表の見直し・５％給与削減）�

管理職手当50％削減・時間外手当の見直しなど�

出張旅費の見直し�

公用車の集中管理、内部事務費・光熱水費の抑制など�

各種補助金などの統一・縮小・廃止を実施�

各種審議会・委員会の委員数・委員報酬の見直し�

公共施設の統廃合、業務委託の検討、�

公共事業の見直しなど�

取　組　内　容�

市税、国保税、保育料などの収納率向上�

公共施設使用料や各種手数料の統一・見直しなど�

遊休地売り払い、分譲住宅地の販売促進、広報紙

・ホームページなどの有料広告の実施　など�

効果額�

1億1千9百万円�

4千4百万円�

3億9千3百万円�

効果額�

△2億2千4百万円�

�

△4千8百万円�

△9億8千9百万円�

△1億7千6百万円�

△1千6百万円�

△1億4千9百万円�

△8億4千7百万円�

△6千万円�

△10億1千9百万円�

項　目�

収納率の向上�

手数料などの見直し�

新たな収入確保�

項　目�

職員数適正化�

�

人件費の抑制�

�

�

内部経費の見直し�

�

補助金などの見直し�

委員会などの見直し�

その他見直し�

行財政の健全化のための�
計画を策定しました�
「行政改革実施計画」�

　　　　　　　�
「財政健全化計画」�

　　　　　　　　�
「定員適正化計画」�

　　　　　　　　�

改善目標額�

�
赤字解消目標額�

�
職員削減目標�

40億８千万円�

�
14億円�

�
△42人�

主な取組内容と効果額（４年間合計）�

◇収入の増加　【取組件数　16件　効果額　5億5千6百万円】�

◇支出の抑制　【取組件数　41件　効果額　35億2千8百万円】�
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財
政
健
全
化
計
画�

 

定
員
適
正
化
計
画�

項　目�

赤字の解消額�

経常収支比率�

�

起債制限比率�

�

実質公債費比率�

�

市債残高�

基本目標・健全化の目安�

14億円�

平成21年度までに�

100％以下とする�

引き続き13％以下に�

抑制する�

引き続き18％以下に�

抑制する�

市債発行を元金償還額以下に�

抑制し、残高を減らす�

Ｈ17�

－�

102.8％�

�

12.3％�

�

15.9％�

�

304億円�

増　減�

職員数�

増　減�

職員数�

増　減�

職員数�

増　減�

職員数�

－�

457�

－�

62�

－�

166�

－�

685

△13�

444�

11�

73�

△2�

164�

△4�

681

△10�

434�

1�

74�

0�

164�

△9�

672

△10�

424�

2�

76�

0�

164�

△8�

664

△21�

403�

0�

76�

0�

164�

△21�

643

△54�

－�

14�

－�

△2�

－�

△42�

－�

一般職など�

�

消　防　職�

�

公営企業会計�

�

合　計�

増減など�Ｈ18部　門� Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 増減合計�

◎定員適正化計画の職員数見込み�
各年4月1日（人）�

◎
具
体
的
な
計
画
内
容�

①
組
織
機
構
の
見
直
し�

②
退
職
者
の
原
則
不
補
充�

③
定
年
前
早
期
退
職
者
へ
の
優
遇
措
置�

④
指
定
管
理
者
制
度
、
事
務
事
業
の
外
部

　
委
託
の
推
進�

⑤
行
政
評
価
制
度
の
導
入
と
効
率
的
な
人

　
員
配
置�

⑥
協
働
の
推
進�

⑦
職
員
の
意
識
改
革�

に
取
り
組
み
、
全
部
門
で
は
△
６
・
１
％

（
△
42
人
）、
消
防
職
を
除
く
と
△
９
・
０

％（
△
56
人
）の
削
減
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。�

　�　
計
画
期
間
中
に
、
収
入
の
増
加
・
支
出

の
抑
制
を
徹
底
的
に
実
施
し
、
収
支
の
均

衡
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
計
画
の
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。�

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ�

　h
ttp
://w
w
w
.city
.h
irad
o
.lg
.jp
�

お
問
い
合
わ
せ�

　
財
政
課
財
政
班�

　
　
内
線
２
３
５
２�

　
政
策
調
整
課
行
革
推
進
室�

　
　
内
線
２
４
８
３�

　
総
務
課
人
事
班�

　
　
内
線
２
３
１
１�

���

◎
定
員
適
正
化
計
画
と
は�

　
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
組
織
機
構

の
見
直
し
、
民
間
活
力
の
導
入
、
行
政
需

要
に
対
応
し
た
職
員
配
置
な
ど
に
よ
り
、職

員
数
を
抑
制
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

経
営
を
目
指
す
も
の
で
、
計
画
期
間
は
平

成
18
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
４
年
間
。�

���

◎
財
政
健
全
化
計
画
と
は�

　「
財
政
再
建
団
体
へ
の
転
落
阻
止
」「
財
政

収
支
の
均
衡
」を
基
本
目
標
と
し
て
、
将
来

を
見
据
え
た
健
全
な
行
財
政
運
営
の
確
立

を
目
指
す
も
の
で
、計
画
期
間
は
平
成
18
年

度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
４
年
間
。�

◎
具
体
的
な
計
画
内
容�

　
行
政
改
革
実
施
計
画
を
基
本
と
し
て
、

財
政
赤
字
解
消
目
標
額
を
14
億
円
と
し
、

平
成
21
年
度
ま
で
に
財
政
収
支
の
収
支
均

衡
を
図
り
ま
す
。�

見直した主な事業内容�
（平成19年度当初予算）�

一般会計効果額　７億円�

◎職員給与の一律５％削減�

◎旅費の見直し�

◎嘱託員報酬などの見直し�

◎納税組合報奨金の統一　�

◎重度心身障害者等見舞金支給事業の廃止�

◎セーフティーネット支援対策事業の廃止�

◎母子家庭等児童入学祝金の見直し�

◎インフルエンザ予防接種の�

　対象年齢の引き下げ�

◎30代基本健康診査事業の廃止�

◎敬老祝金支給事業の節目支給の実施�

◎ふれあい訪問事業の廃止�

◎優良雌牛導入事業の廃止�

◎愛妻牛導入事業の廃止�

◎生き活きまちづくり事業関係補助金の見直し�

◎漁火館の指定管理者導入�

◎道路維持の民間委託�

◎消防団費用弁償の見直し�

◎給食センター管理運営の見直し�

◎その他内部管理経費の見直し�
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各
地
区
の
嘱
託
員
は
次
の
通
り�

�

平
戸
地
区�

平
　
戸�

■
亀
　
岡
　
　
　
貞
方
　
宏
一�

■
清
水
川
　
　
　
中
野
　
美
己�

■
白
　
浜
　
　
　
一
山
二
三
夫�

■
稗
　
田
　
　
　
小
西
　
謙
持�

■
中
の
崎
　
　
　
�
戸
口
　
茂�

■
下
大
垣
　
　
　
川
向
愼
一
郎�

■
上
大
垣
　
　
　
石
橋
　
荒
衛�

■
明
の
川
内
　
　
　
田
　
源
治�

■
高
麗
町
　
　
　
　
田
　
　
弘
��

■
戸
石
川
　
　
　
　
本
　
　
登�

■
杉
　
山
　
　
　
宗
像
　
良
三�

■
大
　
野
　
　
　
近
藤
　
富
男�

■
木
　
引
　
　
　
近
藤
　
庄
輔�

■
赤
　
坂
　
　
　
丸
田
　
　
保�

■
後
　
平
　
　
　
 
田
　
　
實�

■
薄
香
越
　
　
　
田
中
　
敏
博�

■
西
の
久
保
　
　
前
川
　
　
康�

■
梅
　
崎
　
　
　
村
吉
　
征
一�

■
薄
香
浦
　
　
　
小
畑
　
作
美�

■
田
原
崎
　
　
　
近
藤
　
親
之�

■
小
　
川
　
　
　
川
淵
　
信
行�

■
大
久
保
　
　
　
田
中
　
　
武�

■
中
の
原
　
　
　
古
川
　
諒
一�

■
幸
の
浦
　
　
　
竹
田
　
光
男�

■
田
の
浦
　
　
　
川
上
　
　
勝�

■
曲
　
り
　
　
　
川
端
　
和
男�

■
潮
の
浦
　
　
　
�
本
　
政
夫�

■
神
　
崎
　
　
　
田
中
　
健
治�

■
田
助
浦
　
　
　
山
西
　
　
稔�

■
田
助
在
　
　
　
正
木
　
　
猛�

■
油
　
水
　
　
　
山
添
伊
佐
美�

■
度
島
浦
　
　
　
長
島
　
　
巖�

■
度
島
中
部
　
　
吉
村
　
　
實�

■
度
島
三
免
　
　
浜
田
　
孝
信�

■
新
　
町
　
　
　
立
石
傳
太
郎�

■
職
人
町
　
　
　
西
　
　
一
三�

■
魚
の
棚
町
　
　
七
種
　
眞
一�

■
紺
屋
町
　
　
　
藤
井
　
啓
二�

■
木
引
田
町
　
　
梶
原
　
純
次�

■
築
地
町
　
　
　
�
尾
　
�
治�

■
宮
の
町
　
　
　
七
種
　
　
豊�

■
浦
の
町
　
　
　
佐
野
屋
　
勇�

■
崎
方
町
　
　
　
市
川
　
次
男�

中
　
野�

■
大
　
山
　
　
　
石
橋
　
政
幸�

■
川
内
在
　
　
　
増
田
　
耕
助�

■
川
内
浦
　
　
　
福
海
勇
喜
郎�

■
中
野
大
久
保
　
松
本
　
一
夫�

■
水
　
垂
　
　
　
石
田
　
康
臣�

■
山
　
中
　
　
　
末
永
　
　
盛�

■
坊
　
方
　
　
　
寺
田
　
　
傳�

■
主
　
師
　
　
　
出
口
　
武
克�

■
山
野
白
石
　
　
山
野
　
　
涼�

■
下
中
野
　
　
　
寺
田
　
敏
郎�

■
古
　
江
　
　
　
横
山
　
庄
吉�

■
大
　
瀬
　
　
　
永
瀬
　
敏
明�

　市内各地区から推薦された１６３人に、�

平成19年度の嘱託員として辞令が交付されました。�

　嘱託員のみなさんは、各担当区域内の世帯台帳の整備や、�

市からの伝達（文書、広報紙などの回覧や配布）、�

そのほか広報などの事務を行います。　�

　また、各担当地域の防犯連絡所長も委嘱されています。�

市民のみなさんのご理解とご協力をお願いします。�

お問い合わせ　総務課行政班（　内線2314）�

i

市民と行政の架け橋�
嘱託員１６３人に辞令交付�
市民と行政の架け橋�
嘱託員１６３人に辞令交付�
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獅
　
子�

■
春
　
日
　
　
　
寺
田
　
一
男�

■
高
　
越
　
　
　
鴨
川
　
英
二�

■
大
石
脇
　
　
　
　
田
　
治
隆�

■
獅
子
第
１
　
　
松
山
　
矢
市�

■
獅
子
第
２
　
　
村
田
　
　
久�

■
獅
子
第
３
　
　
塩
谷
　
久
之�

■
獅
子
第
４
　
　
藤
田
　
一
行�

■
根
獅
子
第
１
　
松
山
　
靖
徳�

■
根
獅
子
第
２
　
瀧
山
惣
之
助�

■
根
獅
子
第
３
　
平
田
辰
五
郎�

■
根
獅
子
第
４
　
　
　
�
保
久�

■
飯
良
第
１
　
　
川
嶋
　
才
藏�

■
飯
良
第
２
　
　
辻
村
　
肇
藏�

紐
　
差�

■
紐
差
第
１
　
　
西
川
　
克
己�

■
紐
差
第
２
　
　
大
山
　
　
優�

■
紐
差
第
３
　
　
林
田
　
洋
士�

■
紐
差
第
４
　
　
八
木
原
　
泰�

■
朶
の
原
　
　
　
前
川
　
一
夫�

■
深
　
川
　
　
　
小
川
　
重
雄�

■
迎
紐
差
　
　
　
藤
田
　
治
　�

■
木
ヶ
津
第
１
　
品
川
猶
太
郎�

■
木
ヶ
津
第
２
　
福
田
　
　
栄�

■
木
ヶ
津
第
３
　
岩
本
　
　
実�

■
木
ヶ
津
第
４
　
　
本
　
俊
夫�

■
大
川
原
　
　
　
森
　
　
　
孝�

■
赤
　
松
　
　
　
丸
山
　
俊
介�

■
草
　
積
　
　
　
赤
木
　
勝
紀�

■
石
原
田
　
　
　
石
田
　
知
利�

■
木
　
場
　
　
　
山
口
　
清
一�

■
田
　
崎
　
　
　
松
山
　
幸
雄�

■
神
　
鳥
　
　
　
前
田
　
晴
夫�

■
宝
亀
第
１
　
　
石
田
　
定
信�

■
宝
亀
第
２
　
　
末
永
　
峰
男�

■
宝
亀
第
３
　
　
川
上
　
義
徳�

■
宝
亀
第
４
　
　
平
松
　
一
樹�

中
津
良�

■
上
中
津
良
　
　
坂
野
　
博
司�

■
下
中
津
良
　
　
宮
　
　
秀
敏�

■
敷
　
佐
　
　
　
萩
田
　
勢
一�

■
猪
渡
谷
　
　
　
氏
田
　
博
明�

■
堤
　
　
　
　
　
日
　
市
五
郎�

津
　
吉�

■
神
　
船
　
　
　
西
川
　
一
郎�

■
津
吉
中
央
　
　
田
石
　
省
蔵�

■
津
吉
元
　
　
　
桝
屋
　
忠
幸�

■
中
　
山
　
　
　
下
川
　
雅
通�

■
鮎
　
川
　
　
　
烏
山
　
純
輔�

■
大
佐
志
　
　
　
谷
中
　
文
男�

■
田
　
代
　
　
　
杉
山
　
順
次�

■
神
　
上
　
　
　
吉
永
　
利
行�

■
前
津
吉
浜
　
　
吉
住
　
　
求�

■
前
津
吉
浦
　
　
青
　
　
長
利�

■
船
　
木
　
　
　
國
竹
　
秀
雄�

志
々
伎�

■
早
　
福
　
　
　
里
　
　
光
敏�

■
大
志
々
伎
　
　
山
口
　
憲
一�

■
志
々
伎
浦
　
　
小
　
　
　
孝�

■
志
々
伎
岡
　
　
藤
澤
　
福
重�

■
肥
　
　
　
　
　
栗
山
　
俊
洋�

■
船
　
越
　
　
　
田
中
　
繁
利�

■
向
　
月
　
　
　
吉
岡
　
福
治�

■
野
　
子
　
　
　
浦
上
　
敏
幸�

■
宮
の
浦
　
　
　
柴
山
　
榮
樹�

■
高
　
島
　
　
　
松
永
　
喜
敏�

�

生

月

地

区

�

■
御
　
崎
　
　
　
大
石  

　 

傳�

■
壱
　
部
　
　
　
小
村
　
武
生�

■
堺
　
目
　
　
　
橋
本
　
興
機�

■
元
　
触
　
　
　
田
渕
　
俊
雄�

■
浦
　
北
　
　
　
池
田
　
安
男�

■
浦
　
南
　
　
　
濱
本
　
賢
次�

■
山
　
田
　
　
　
富
岡
　
圭
司�

■
舘
浦
浜
　
　
　
神
田
　
惠
博�

■
舘
浦
屋
敷
　
　
西
田
　
友
明�

■
舘
浦
潮
見
　
　
塚
本
　
次
郎�

�

田

平

地

区

�

■
日
の
浦
　
　
　
田
口
　
良
一�

■
野
　
田
　
　
　
白
壁
　
　
昭�

■
永
久
保
　
　
　
長
島
　
康
治�

■
大
　
崎
　
　
　
澤
井
　
眞
實�

■
釜
　
田
　
　
　
松
　
　
義
昭�

■
大
久
保
　
　
　
柴
田
　
俊
朗�

■
山
　
内
　
　
　
福
田
　
　
詢�

■
平
戸
口
　
　
　
緒
川
　
弘
甫�

■
永
　
田
　
　
　
貞
方
　
一
郎�

■
坊
　
田
　
　
　
嘉
松
　
茂
幸�

■
小
手
田
　
　
　
福
井
　
増
友�

■
米
の
内
　
　
　
寺
田
　
辰
夫�

■
東
荻
田
　
　
　
岡
田
　
　
真�

■
西
荻
田
　
　
　
黒
　
　
重
次�

■
南
荻
田
　
　
　
　
村
　
國
男�

■
下
　
寺
　
　
　
浦
田
　
盛
　�

■
生
　
向
　
　
　
田
川
　
　
守�

■
外
　
目
　
　
　
折
口
　
幸
弘�

■
以
　
善
　
　
　
原
口
　
友
　�

■
万
　
場
　
　
　
岩
坪
　
泰
祐�

■
田
　
代
　
　
　
森
　
　
悦
次�

■
古
　
梶
　
　
　
川
邉
　
　
侃�

■
深
　
月
　
　
　
川
口
　
健
吉�

■
下
　
里
　
　
　
佐
々
木
清
　�

■
上
　
里
　
　
　
西
　
　
敏
之�

■
岳
　
崎
　
　
　
田
中
　
俊
夫�

■
福
　
崎
　
　
　
金
子
　
孝
行�

■
小
　
崎
　
　
　
下
川
　
裕
治�

■
上
　
亀
　
　
　
森
田
　
増
実�

■
下
　
亀
　
　
　
谷
川
　
　
實�

�

大

島

地

区

�

■
西
神
浦
　
　
　
山
田
　
昌
幸�

■
東
神
浦
　
　
　
吉
岡
　
和
夫�

■
前
　
平
　
　
　
松
本
　
勝
幸�

■
西
宇
戸
　
　
　
山
村
　
次
男�

■
大
根
坂
　
　
　
川
久
保
廣
幸�

■
的
山
浦
　
　
　
橋
口
　
一
也�

■
的
山
在
　
　
　
岡
村
　
行
和�

（
敬
称
略
）�

�
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�

第７回おさかなまつり第７回おさかなまつり�

メロン祭り「ひらどからの贈り物」物」�
なんたって！平戸平戸ロマン�

ピチピチ魚の大売大売り出し�

大物大物ゲット！木ヶ津湾釣津湾釣りデッキ�

第12回平戸海道渡海人祭回平戸海道渡海人祭�

奥平戸特産品祭奥平戸特産品祭�

12�
（土）�

平戸の定置網で、その日の朝に獲れたばかりの新鮮な旬の魚
を直売！ヤリイカ、ミズイカ、マダイその他、来てのお楽しみ！�

奥平戸、津吉地区の特産品を集めて販売します。�

奥平戸特産品祭�

ピチピチ魚の大売り出し�
／平戸市漁協直売所「旬鮮館」�

／津吉郵便局駐車場�

日・祝�

4�
（金・祝）�

　27-0059（津吉中央通り商店会）�

　22-3133（平戸市漁協）�

漁師島自慢の干し物や魚介類、和牛肉をその場
で食べるもよし、持ち帰るもよし、炭火焼きで
おいしく食べませんか？�
※七輪・炭は貸し出します。�

地元産活きタコのつかみ捕り２回開催（参加費１人500円、先着50人）、�
タコの浜ゆで＆タコめし＆タコの唐揚げなどタコづくし！の１日。�
そのほか、生カキバーベキューや鮮魚販売も行います！�

漁師バイキング＆おいしい和牛肉を食べよう！�

生月たこフェスタ2007

／舘浦漁協（大敷食堂横）�

／生月漁協�

3-5�
（連休）�

大好評のおさかなまつりを今年も開催！�
魚のオークションやバーベキューコーナーもあります。�

第７回おさかなまつり�
／志々伎漁協本所敷地内�

4�
（金・祝）�

　27-1144（志々伎漁協）�

平戸大橋公園�

平戸市役所�

平戸港交流広場�

当日は、市内と会場を結ぶシャトルバスを運行。お気軽にご利用ください。�

　22-3131（平戸商工会議所）�

恒例の特産品販売のほか、地引き網、タコつかみなどのイベント満載！�

／平戸大橋公園特設会場�
3-5�
（連休）�

第12回平戸海道渡海人祭�

何があるかはお楽しみ！5月の潮風に吹かれながら、ビーチに隠され
た宝を探してみませんか？参加費100円、先着300人まで。�

北海道枝幸町（旧歌登町）物産展も同時開催�
　3日・4日は、地域間交流を行っている北海道枝幸
町（旧歌登町）の物産展も同時開催！北の味をぜひ堪
能してみてください。�
�

生月町博物館「島の館」からのお知らせ�
　隠れキリシタン資料を中心とした企画展や端午の
節句展、５日午後1時30分から「オラショ」の公演を
行います。�

　53-2111（生月支所産業振興課）�

生月ビーチで宝を探せ！�

／早崎地区海浜公園�

約60の露店が並び、グランドゴルフ大会をはじめ、地元
出身のシンガーソングライター西宮英伸さんを迎えての
ミュージックフェスタなどイベント盛りだくさんで開催します。�

　27-0058（かんぼストア）�

「いきつき春祭り2007in生月島」�

今年も売り切れ必至のメロン、しいたけの優良品「平戸ロマン」を販売します！ど
うぞお早めに！�

メロン祭り「ひらどからの贈り物」�
なんたって！平戸ロマン�
／平戸港交流広場�

13�
（日）�

　28-0151（平戸市森林組合）�
　28-0172（ＪＡながさき西海平戸地区メロン部会）�

５月はのっこみ「チヌ」のシーズン！�
大物狙いで釣りを楽しんでみてはいかがですか？�

大物ゲット！木ヶ津湾釣りデッキ�
／木ヶ津湾内釣りデッキ�

1 -31�
（火）    　（木）�

　28-0012（紐差漁協）�

イベント情報�

　24-2221（中野漁協）�

新鮮な海の幸を炭火焼きで堪能しませんか？�
鮮度抜群の天然物の活魚・鮮魚、水産加工品あり。�
漁師が売る海鮮市です！�
※毎月第２土曜日に開催しています。�
　直売所は毎日午前９時からオープン！�

／中野漁協前埋立地�

土曜夕市「漁師の市場」�

第53回津吉茶市�
／津吉町ふれあい通り�

25-27�
（金）　　 （日）�

◎
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト�
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まちの�
できごと�

　4月７日と8日の2日間、「第
６回木ヶ津千灯篭春まつり」が、
木ヶ津町一帯で開催されました。
種ヶ嶋篤志さん（鏡川町）が同
まつりの応援歌を作りたいとの思
いで、慈眼桜や夜の分陀利池な
どを詩に表し、松口羊子さん（戸
石川町）が作曲。「春木ヶ津」「風
揺らぐ」と題した曲を平戸ジャ
ガタラ合唱団が披露しました。�
　会場では、地元特産品の販
売や昔遊びコーナーなどの催
しが開かれ、約5,000人の人
出でにぎわいました。日が暮
れると訪れた市民や観光客の
みなさんは、灯りがつくりだ
す幻想的な世界を楽しんでい
ました。�

　４月１日、市消防署田平出張所で、同所の開

所式が行われ、白　市長をはじめ、消防職員や

関係者など約40人が参加しました。これまで

田平地区は、松浦地区消防組合消防本部の管轄

でしたが、平成17年10月の市町村合併に伴い、

本市消防本部への管轄変えが進められ、この日

をもって田平出張所は、本市消防本部へ移管さ

れました。�

　田平出張所は、８人体制で、水槽付消防ポン

プ自動車、救急車各１台を配備しており、出動

範囲は田平地区全域となっています。�

　４月７日、市内の各中学校で入学式が行われ、
新１年生434人が入学しました。このうち、中
部中学校（道下伊一校長、180人）では、64人（２
学級）が入学。真新しい制服に身をつつんだ新入
学生は、晴れやかな顔で新生活をスタートさせ
ました。今年は、今ではめずらしい３つ子の兄
弟が２組同時に入学。６人は、紐差小学校入学
の時からずっと同じで、この日も仲良く入学の
喜びを分かち合っていました。�
　写真は左から、前川大樹くん（深川町）、早紀
さん、直樹くん、大日向心くん（木ヶ津町）、夢
さん、聖くんです。�

ひろ　 き�

おお   ひ    なた  しん�

すぐる�
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　４月14日、亀岡庭球場と田平公園庭球場で、
第19回平戸市ソフトテニス大会が行われ、市
内外から250人の中学生が参加しました。男子
の部では10校48ペア、女子の部では15校77ペ
アが参加し、熱戦が繰り広げられました。市内
の入賞チームは次のとおり（敬称略）。�
■男子の部�
準優勝　山内　修司・大山　浩司（田平中）�
第３位　佐々木　涼・山口　拓郎（田平中）�
■女子の部�
第３位　森　馨代・高田　紗也（平戸中）�

　４月10日、平戸小学校で、市交通安全母の会
平戸支部（早田千代子支部長）のみなさんが、
入学式が終わったばかりの新１年生92人に反射
材や風船、交通安全のチラシと平戸つつじの苗
を贈りました。これは、春の全国交通安全運動
に合わせて毎年行われているもので、今年も支
部のメンバー約20人が、泉繁樹平戸警察署長ら
とともに「車に気をつけてね」と呼びかけながら、
一人ひとりにつつじの苗を手渡しました。当日は、
「スクールガードひらど」や交通安全協会のみ
なさんも駆けつけ、新１年生や保護者とともに
通学路の点検を行いました。�

　４月21日から23日までの３日間、平戸文化
センターで、「第６回市花・平戸つつじ祭り（市
花・平戸つつじ振興会主催、寺山民藏会長）」が
開かれました。会場には、会員らが丹精込めて
育てた「飛鸞」や「桃山」、「羅生門」など約50種の
色鮮やかな平戸つつじの鉢植え約250点のほか、
山野草やミニ盆栽などが展示されました。�
　また、同会による「平戸つつじの育て方講習会」
なども行われたほか、会場では、鎮西流のみな
さんによる呈茶や、平戸猟友会によるボタン鍋
が振る舞われました。�

　４月16日、野子小学校5年生12人と、保護者
や地域のみなさん16人が、元山孝一さん（野子町）
の水田で田植えを体験しました。�
　これは、総合学習の一環として例年実施され
ているもので、今年で９回目。靴を脱いで水田
に入った児童らは、保護者や地域のみなさんに
指導されながら、慣れない手つきで約30mの
水田にもち米の苗を植えました。田植えが終わ
ると、「おいしいおもちになって欲しい」、「米は
こんなに苦労して育てているんだね」などと話
しながら、７月の収穫と12月に予定している
もちつきを楽しみにしていました。�

2
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　4月21日から30日までの10日間、平戸地区
の商店街一帯で「第３回平戸城下町屋・花と灯
のまつり」が開催されました。５か所の拠点会
場には、美しく飾られた花のオブジェや平戸つ
つじが展示されました。商店街や松浦史料博物
館、平戸城や寺院と教会などの風景が花で彩ら
れ、訪れた市内のみなさんや観光客の目を楽し
ませていました。�
　また、期間中は、町屋体験として商店街10店
舗で干物づくりや生菓子づくり、まゆ玉製作な
どのものづくり体験が開かれていました。�

　４月20日から23日までの４日間、平戸文化
センターで、「第１回平戸水彩画展」（平戸水彩
画会主催、糟谷　進代表）が開かれました。会
場には、これまで同会の会員７人が、県展や日
本水彩展などに出品して入選した作品など約
30点を展示。平戸港や木ヶ津入江の風景のほか、
花の静物画など情景豊かに描かれており、訪れ
た市民のみなさんは作品を一つ一つ足を止めて
鑑賞していました。糟谷代表は、「これまで会
員が描きためてきた作品がたくさんあるので、
今後も継続していきたい」と話していました。�

　4月21日と22日の両日、「庭を守る会」（大曲
淳子代表、６軒）は、岩の上町内の同代表宅な
ど会員宅５軒で旧武家屋敷の庭を一般公開しま
した。「江戸時代から守り続けている庭の景観
を多くの人に楽しんでもらいたい」との思いで
始まったこの催しも今年で６回目。平戸つつじ
やオンツツジ、八重桜などが庭を彩り、訪れた
人の目を楽しませていました。期間中、春雨に
洗われた飛び石や苔、木々の新緑は、庭をより
鮮やかに彩っていました。同会ではつつじの専
門家を招いて勉強会を開くなど、日ごろから美
しい庭の維持管理に努めています。�

 ４月24日、川内峠で、セイタカアワダチソウ
の防除対策実演が行われ、地域住民のほか、造
園業者や市の職員、田平土木事務所の職員など
約50人が参加しました。セイタカアワダチソウ
は、キク科の多年草で北アメリカ原産の外来種。
その旺盛な成長力は、道路や農地だけでなく川
内峠の景観地にも分布域を広げ、これまで防除
対策がないといわれてきた植物。この日の実演
では、食材としても使用されている「重曹（重炭
酸ナトリウム）」を高圧噴射することで防除でき
るとの情報により、専門業者の協力を受け、約
300mに重曹を高圧噴射しました。�

2
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活動ＤＡＴＡ�

クラブ紹介�

「野球を明るく楽しむ」�

「みんなで楽しく踊ろう！」�
�

　紐差少年軟式野球クラブは、結成後２年を迎えたほやほ
やのチームです。野球を通して、技術向上はもちろん、あ
いさつなど青少年の健全育成も目標としています。練習は
週４回で、厳しいながらも明る
く楽しくやっています。週１回
は、利用している中部市民運動
場のトイレ掃除を行い地域に貢
献しています。今年は、念願の
公式戦初勝利を目指し、キャプ
テンの平野勇樹君を中心にチー
ム一丸となって頑張っています。
部員は、現在２年生から６年生
までの34人が在籍しています。
素人大歓迎、とにかく興味があ
る人はグラウンドへ遊びに来て
ください。�

�
�

　西風舞人は、平成11年11月に結成し、現在８年目を迎え
ています。メンバーは、子どもから大人までと幅広く、ア
ットホームな雰囲気のチームです。チームには、家族ぐる
みでの参加者もいたり、なんと４歳（最年少）のメンバーも
いたりと、年齢層は幅広いですが、メンバー全員が一丸と
なって踊りの練習に励んでいます。活動は、市内のイベン
トはもちろん、市外や
県外のイベントにも参
加し、踊りを通じてた
くさんの人と交流して
います。私たちと一緒
に楽しく踊りませんか？
初心者でも大歓迎！子
どもから大人まで踊り
が好きな人なら誰でも
歓迎します！ぜひ一度
遊びに来てください。�

�

活 動 日／水・土曜日　午後７時～午後８時30分�
活動会場／田平町民センター�
対 象 者／子どもから大人まで踊れる人ならOK�
連 絡 先／会長勤務先　　21-1030�
部 員 数／60人�
参 加 費／月額　中学生以上　500円�
　　　　　　　　小学生以下　300円�
代　　表／会長　石橋　智彦さん（田平町山内免）�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

活 動 日／火・木曜日　午後４時30分～午後６時30分�
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後12時�
活動会場／中部市民運動場�
対 象 者／小学生�
連 絡 先／監督宅　　28-1433�
部 員 数／34人�
参 加 費／月額　高学年500円　低学年300円�
代　　表／監督　藤田　法恵さん（紐差町）�
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大石　　航さん（21歳・岩の上町）�
おお いし　　　　　わたる�

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？�
「平戸のわっかもん」�
　平戸のまちで働く“わっかもん”を紹介します。自薦他薦は問いません。掲載を希望する人は下記までご連絡ください。��
「クラブ紹介」�
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。��
「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ」�
　発行月にお誕生日を迎える３歳までのお子さんを募集します。掲載は先着３人まで。申込み期限は発行前月の15日
です。掲載のご予約は、お気軽に、お早めに。�
○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・お子さんへのメッセージ・ご両親の
名前を添えて郵送またはＥメールにてご投稿ください。※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲
載するとは限りませんのでご了承ください。�

 あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　企画課地域振興班　E-Mail　kikaku@city.hirado.lg.jp

中田　彩香ちゃん�
  　　  （H18.5.14生）�

なか た　　  さや か�

～久紀さん・恵倫子さんの次女～�
≪宝亀町≫�

�

古川　夏季ちゃん�
  　　  （H16.5.25生）�

�

藤島　暖乃ちゃん�
  　　  （Ｈ17.5.28生）�

ふるかわ　　なつ き�

～智規さん・絹代さんの次女～�
≪田平町小手田免≫�

�
�

ふじしま　　の の�

～尚徳さん・実穂さんの長女～�
≪生月町山田免≫ �

�

これからもお友だちと�
仲良く元気でネ！�

�

これからもお友だちと�
仲良く元気でネ！�

�

募集しています
�

■勤務先�

　ダイハツ長崎㈱平戸口店�

■ニックネーム�

　ワタル�

■性格は？�

　のんびり�

■趣味・特技�

　野球・釣り�

「お客様の期待以上のサービスを�
　　　　　　　　　　 心がけています」�

★お誕生日おめでとう！★�

　高等技術専門校で車について学んだ大石さんは、自
動車整備士になって丸１年。「お客様の気づかないと
ころまで気を配り、より正確な整備をすることを心が
けています」と大石さん。休日は中学時代から続けて
いる野球で汗を流し、ポジションはピッチャー。４月
に行われた国体予選では、準優勝と惜しくも出場権を
逃しましたが、来年こそ優勝するぞと目を輝かせてい
ました。�

元気に育ってね！�
�

きょうだい仲良くしてね！�
�

元気に育ってね！�
�

きょうだい仲良くしてね！�
�

vol.19
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■おはなし会　毎週土曜日（ただし５日を除く）午後２時～　�

■赤ちゃんおはなし会　８日（火）　午前10時30分～�

※詳しくは図書館・各公民館等図書室へお尋ねください。�

平戸図書館�

■月島慕情／浅田　次郎�
■朝日のようにさわやかに／恩田　陸�
■八日目の蝉／角田　光代�
■小学五年生／重松　清�
■千年樹／荻原　浩�
■ハゲタカ（上・下)／真山　仁�
■私の手になってくれたあなたへ／小山内美智子�
■ロング・グッドバイ／レイモンド・チャンドラー�
■これでわかるエクセル2007／大野　恵太�
■日本社会福祉史／井手　圭壮�
■プロの仕事場／成美堂出版�
■しらべる力を育てる授業／赤木かん子�
■楽しく演じる落語　教室でちょいと一席／桂　文我�
■伊東家の食卓　不滅の裏ワザ大全集BEST100!!／�
　　　　　　　　　　　　　　　　日本テレビ放送網�
■ターシャの庭づくり／ターシャ・テューダー�

［５月の休館日］�
　毎週月曜日(７日・14日・21日・28日）�
　３日（木・祝）、４日（金・祝）、５日（土・祝）�
�

一
　
般
　
書�

■あっぱれアスパラ郎／川端　誠�
■ねずみくんのきもち／上野　紀子�
■つながっている！いのちのまつり／草場　一寿�
■さかさのこもりくん／あきやまただし�
■わにわにのごちそう／山口　マオ　�
■くじらのうた／デイビィッド・ルーカス�
■黒ばらさんの魔法の旅だち／末吉　暁子�
■天山の巫女ソニン２／菅野　雪虫�
■はじめての文学　宮本　輝／宮本　輝　　�
■朝日ジュニア百科年鑑2007／朝日新聞社�
■小学生の算数ぎらいのらくらく算数はかせ／吉村　啓�
■環境問題について考えよう／池上　彰�
■観察でわかる地学／福地　孝宏�
■ちびまる子ちゃんの敬語教室／関根　健一�
�

児
　
童
　
書�

■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など） 19日（土）・26日（土）�
■映画会　12日（土）�
・課外授業ようこそ先輩／海野和男（昆虫写真家） �
・宇宙のふしぎ（１）宇宙ってなんだろう �
�

永田記念図書館�

■Ｅｘｃｅｌ一番使う基本技｢ぜんぶ｣！／岡田　泰子・秋本　芳伸�
■もっとお話とあそぼう／末吉　正子�
■ビジネス文書入門／弘兼　憲史�
■定年後すぐボケる人　かえって若返る人／和田　秀樹�
■Ｐｒｉｐｒｉ　プリティ壁面　①　４月～９月／世界文化社�
■オランダおいしい生活12ヶ月／荒牧　幸子�
■アレルギー疾患ガイド　発症から予防・治療まで／�
　　　　　　　　　アレルギー疾患ガイド編集委員会�
■SHIHOトレ／SHIHO�
■マタニティ・レシピ　75／土井　正子�
■みんなを呼ぶ日のパパッとできるごちそう／主婦の友�
■元気なまちのスゴイしかけ／佐々木陽一�
■泣かない子供／江國　香織�
■５（ご）／佐藤　正午 　�
■決戦川中島／松本　清張 �
■図解雑学｢三国志演義｣／渡邉　義浩 �

「パウル・クレーと�
愛の詩集」�

［５月の休館日］�
　毎週月曜日(７日・14日・21日・28日）�
　ガス薫蒸のため（３日～５日・祝）�

一
　
般
　
書�

■パンツのはきかた／佐野　洋子 �
■ねぇ　あそぼうよ／たしろちさと �
■のげしと　おひさま／甲斐　信枝 �
■せんたくもののえんそく／織茂　恭子 �
■おいしいおやつをくださいな／おおの麻里 �
■ちいさなひこうきのたび／みねおみつ �
■はちうえは　ぼくにまかせて／マーガレット・ブロイ・グレアム �
■おにぎり食べたお地蔵さん／コダイラヒロミ �
■ディジー、スパイになる／ニック・シャラット �
■ともだち　おまじない／降矢　なな�
■アンパンマンとシャボンダマン／やなせたかし�
■出さなかったラブレター／岡　信子・木暮　正夫�
■カボちゃんのうんどうかい／高山　栄子�
■殺意／松本　清張�
■魔法の文字／コルネーリア・フンケ�
�

児
　
童
　
書�

詩／ヘルマン・ヘッセ他�
出版社／プチグラパブリッシング�

　たった一人の誰かと、自分のため
に。岸田衿子（女優岸田今日子の姉）
｢花のかず｣本篇より抜粋。 �
　ひとは行くところがないと　花の
そばにやってくる　花は咲いている
だけなのに�

　元メジャーリーガーのチャーリー。
セールスマンとしての第二の人生は屈
辱で、自殺を決意する。命を絶つ場所
に選んだのは故郷の家。そこで彼が出
会ったのは？�

　NHK教育テレビで放送の「え
ほん寄席」が落語絵本になりま
した。「皿やしき」「たぬきのサイコ
ロ」など５作を収録。すてきな
イラストと一緒にゆかいな落語
の世界をお楽しみください。�

「声の森」�
作／安房　直子�
絵／ひろかわ　さえこ�
出版社／偕成社�

　『声の森』というふしぎな森が
ありました。その森に迷い込ん
で出てきた動物は、一匹もいま
せんでした。ところが、このお
そろしい森からちゃんと帰って
きた、小さな女の子のおはなし
です。�

「もう一日」�
著者名／ミッチ・アルボム�
出版社／PHP研究所�

「えほん寄席�
  愉快痛快の巻」　�
著者名／桂　文我　�
出版社／小学館�

※ゆめホールの大スクリーンにて上映しています。�

22-4017 28-0128
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新着図書紹介� このほかたくさんの�
新着図書があります!!



介護予防教室参加地区募集�

地域包括支援センターだより�

�

　�

��������

　
５
月
に
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
学
校
や
会

社
に
も
慣
れ
て
き
た
こ
ろ
な
の
に
、
な

ん
と
な
く
気
が
め
い
っ
て
勉
強
や
仕
事

に
身
が
入
ら
な
い
、
集
中
で
き
な
い
な

ど
の
症
状
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
？「
五

月
病
」は
、
新
入
生
や
新
入
社
員
に
限

っ
た
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い

環
境
の
変
化
に
つ
い
て
い
け
ず
、
知
ら

ず
知
ら
ず
に
自
分
の
殻
の
中
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
に
な
る「
心
の
ス
ラ
ン
プ
」で

す
。�

　
新
し
い
環
境
で
の
生
活
と
い
う
も
の

は
、
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
一
度
に
降
り

か
か
り
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
疲

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
４
月
は
新
し
い
生

活
に
慣
れ
る
こ
と
や
友
達
作
り
、
好
奇

心
や
期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の

に
対
し
て
、
５
月
に
入
っ
て
こ
れ
ら
が

ス
ト
レ
ス
と
い
う
形
と
な
っ
て
、
体
や

心
の
重
荷
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。�

　
精
神
的
に
は
、
や
る
気
が
出
な
い
・

な
ん
と
な
く
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い

る
・
イ
ラ
イ
ラ
感
・
お
っ
く
う
・
憂
う

つ
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。�

　
身
体
的
に
は
、
免
疫
の
働
き
が
低
下

し
て
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る
・
不

眠
・
頭
痛
・
め
ま
い
・
動
悸
・
食
欲
不

振
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
症
状
を
防
ぐ
に
は
、
自
分
に
合
っ

た
気
分
転
換
の
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と

が
大
事
で
す
。�

①
休
養
す
る
…
体
と
心
を
休
め
て
く
だ

　
さ
い
。�

②
入
浴
す
る
…
血
行
を
良
く
し
、
緊
張

　
を
和
ら
げ
ま
す
。�

③
運
動
す
る
…
適
度
に
身
体
を
動
か
す

　
こ
と
は
、
心
身
の
健
康
に
不
可
欠
で

　
す
。�

④
食
事
を
す
る
…
楽
し
く
食
べ
る
こ
と

　
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
食
べ
過
ぎ
た
り
、
お
酒
を

　
飲
み
す
ぎ
た
り
と
い
う
の
は
　
逆
効

　
果
で
す
。�

⑤
音
楽
を
聴
く
…
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が

　
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
時
期
は
、
自
分
を
見
つ
め
直
す

良
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分
と
向

き
合
い
、
新
し
い
自
分
を
発
見
し
て
、

新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
一
歩
踏
み
出

し
ま
し
ょ
う
。�

●保健師だより●�

平戸市保健センター�
保健師　永田　恭子�

『五月病と�
　　 ストレス』�

　高齢者支援センター（旧在宅介護支援センター）

では、高齢者のみなさんがいつまでも健康で

自立した生活が送れるよう介護予防教室を行

います。�

　下記の内容で参加される団体（地区）を募集

していますので、地域包括支援センターまた

は各高齢者支援センターにご連絡ください。�

○内　容�

　体力測定、転倒骨折予防体操、高齢者の健

　康に関する話（低栄養予防・認知症予防・薬

　の注意・口の手入れなど）、健康維持活動な

　どです。�

○時期および回数�

　平成19年度内に１団体(地区)３～６回程度�

※詳しくは、お問い合わせください。�

�

　○連絡先�

　　平戸市地域包括支援センター　　　　28-1500�

　　平戸荘高齢者支援センター　　　　　28-0775�

　　わだつみの里高齢者支援センター　　27-2345�

　　平戸地区高齢者支援センター　　　　22-2180�

　　生月地区高齢者支援センター　　　　53-2615�

　　田平地区高齢者支援センター　　　　57-2223�

　　大島地区高齢者支援センター　　　　55-2100
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サン・ケア平戸通信�サン・ケア平戸通信�
■平戸市保健センター（サン・ケア平戸） �

  　28－1000　�
■生月支所市民生活課福祉保健班�

  　53－2111
■田平町福祉保健センター�

  　57－0977
■大島支所市民生活課福祉保健班�

  　55－2511
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■名　　　称　塩俵断崖の柱状節理�

■種　　　別　県指定天然記念物�

■指定年月日　平成元年９月28日�

■所　在　地　生月町壱部免�

文化財ＤＡＴA

��������

　
生
月
島
の
場
所
は
、
今
か
ら
約
１
５
０

０
万
年
前
の
新
生
代
新
第
三
紀
中
新
世
中

期
初
頭
に
は
浅
い
海
底
で
、
そ
の
こ
ろ
、

海
底
に
堆
積
し
た
礫
、
砂
、
泥
、
火
山
灰

が
岩(

堆
積
岩)

と
な
っ
て
い
き
、
平
戸
層

群
と
い
う
地
層
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
こ
の
海
底
は
隆
起
し
て
陸
化
し
て�

�

��������

お
り
、
生
月
島
の
海
岸
近
く
で
こ
の
地
層

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
今
か
ら
１
０
０
０
〜
６
０
０
万
年
前
に

は
、
こ
の
地
方
で
は
大
規
模
な
火
山
噴
火

が
何
度
も
起
き
、
そ
の
都
度
、
溶
岩
流
が

大
量
に
噴
出
し
て
地
表
を
覆
い
、
平
戸
層

群
の
上
に
何
層
に
も
わ
た
る
岩(

松
浦
玄

武
岩)

の
層
を
作
り
ま
し
た
。
溶
岩
は
、

そ
の
中
に
溶
け
込
ん
だ
物
質
に
よ
っ
て
粘

性
が
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
生
月
島
周
辺
で

噴
出
し
た
の
は
、
粘
性
が
低
い
さ
ら
さ
ら

し
た
溶
岩
だ
っ
た
の
で
、
上
に
積
も
ら
ず

広
く
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め

こ
の
溶
岩
に
よ
っ
て
で
き
た
山
は
、
頂
上

が
な
だ
ら
か
な
溶
岩
台
地
と
い
う
地
形
に

な
り
ま
し
た
。
生
月
島
の
南
部
に
あ
る
山

頭
草
原
は
、
そ
の
地
形
の
典
型
的
な
例
で

す
。�

　
ま
た
、
溶
岩
台
地
が
海
に
交
わ
る
あ
た

り
に
は
、
波
の
浸
食
を
受
け
、
大
規
模
な

海
食
崖
が
発
達
し
て
い
ま
す
。
塩
俵
断
崖

も
そ
の
一
つ
で
す
。�

 
� �������

�

▲上から見た塩俵断崖�

　
海
岸
か
ら
見
た
塩
俵
断
崖�

塩
俵
断
崖
の
柱
状
節
理�

県
指
定
天
然
記
念
物�

�

　�　
溶
岩
流
が
厚
く
積
も
っ
て
冷
え
て
固

ま
る
際
に
、
収
縮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

で
き
る
割
れ
目
を
節
理
と
い
い
、
冷
え

方
や
溶
岩
の
成
分
の
具
合
に
よ
っ
て
、

縦
に
柱
状
に
割
れ
て
い
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
柱
状
節
理
と
言
い
、
水

平
方
向
の
断
面
は
多
角
形
を
成
し
て
い

ま
す
。�

　
塩
俵
の
断
崖
は
、
県
内
の
柱
状
節
理

の
中
で
も
代
表
的
な
も
の
で
、
南
北
約

５
０
０
m
に
わ
た
っ
て
最
大
高
さ
20�
m

ほ
ど
の
玄
武
岩
の
柱
が
並
ぶ
奇
観
を
呈
し
、

海
際
に
は
、
波
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
た

柱
が
、
六
角
形
の
面
を
段
違
い
に
並
べ

た
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
形
状
が
、

昔
、
塩
を
運
ん
だ
俵
に
似
て
お
り
、
名

前
の
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
地
質
学
的
に
非
常
に
貴
重
な
地
形
の

た
め
、
平
成
元
年
に
長
崎
県
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
、
毎
年
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。�

し
お�

だ
わ
ら�

て
い�
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■保険福祉課国保年金班（　内線2590）■佐世保社会保険事務所（　0956-34-1141）�

！�年金�年金�
おしえて�

年金�
おしえて�

　�
■今月のオランダ語ワンポイントレッスン�
Eet smakelijk (エイト・スマークレイク)＝いただきます�

　日本でよく食べ物について
質問されます。私にとって一
番難しい質問は「オランダの料
理は、どんな料理ですか」とい
う質問です。なぜなら、オラ
ンダには純粋なオランダ人だ
けではなく、長い歴史を通じ
てさまざまな人種がいるので、
料理もさまざま。今回は、「料理」
について話したいと思います。�

国際交流員�

イムケ・シモニスさん�

　春は異動のシーズンです。届け出が済んでいない人は国民年金の届け出を忘れずに行ってくだ

さい。�

○会社を辞めたとき�
　国民年金第1号被保険者資格取得届の届け出を行ってください。�

　（平戸市役所・各支所・各出張所および佐世保社会保険事務所へ）�

○会社員である配偶者に扶養されなくなったとき�
　（配偶者が会社を辞めたときや本人のパート収入が増えたとき）�

　国民年金第1号被保険者資格取得届の届け出を行ってください。�

　（平戸市役所・各支所・各出張所および佐世保社会保険事務所へ）�

○会社員である配偶者に扶養されるようになったとき�
　国民年金第3号被保険者資格取得届の届け出を行ってください。�

　（配偶者の勤務する事業所へ）�

○住所や氏名が変わったとき�
　住所変更の届け出を行ってください。�

　（第１号被保険者は平戸市役所・各支所・各出張所および佐世保社会保険事務所へ�

　　第３号被保険者は配偶者の勤務する事業所へ）�

　昔のオランダの料理は、ヨーロッパのほかの国とあまり変わら

なく、魚や野菜、肉を使った簡単な料理でした。でも、インドネ

シアや中米にあるアンティル諸島などの植民地から輸入された食

品や移民した人によって、料理も変わりました。ですからオラン

ダの料理はいろいろな国の料理のパッチワークになりました。 �

　今では、そのさまざまな民族の食べ物があって、典型的なオラ

ンダの料理にはとてもバラエティーがあります。月曜日にジャガ

イモ（南アメリカ）、肉と野菜を食べて、火曜日にナシゴレン（イン

ドネシア）を食べて、水曜日はパスタ（イタリア）にして、木曜日は

ピラフ（トルコ）で、金曜日にレストランに行って、寿司を食べた

りしています。ですから、オランダの料理は、世界各地の料理だ

と言えるかもしれません。 �

　しかし、今考えてみれば、どこの国の料理でも、他の国から取

り入れたものが少なからずあるのではないでしょうか。長い歴史

の中で、自国の料理が他国に伝わっていったのでしょう。日本料

理も同じだと思います。例えば日本の天ぷらはポルトガル人から

紹介されましたし、水田栽培はインドから中国と韓国に伝わり、

続いて日本に入りました。そして、納豆は、ネパールやタイ、イ

ンドネシア、ナイジェリアでも作られたり、食べられたりしてい

るそうです。日本の料理も、世界中で食べられている料理なのか

もしれませんね。�

�

�

「国民年金の届け出は�
　　　　　　お済みですか！？」�
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隆乃若奮戦記�

　大島村神浦集落の成立過程について紹介し

ます。鎌倉時代1224年、地頭職となった大島

氏は、神浦の上方・前平の神山に館を構

えて活躍しました。島の南西の的山湾

は、遣明船の寄港・滞在など海上交

通の要衝としての歴史を持ち、大島

氏は異国船や渡唐船の警固などの大

きな役割を果たしました。�

　一方、神浦湾は大島氏の係船地とし

て開かれていたようです。�

　1495年から1615年にかけては、ここに天

降神社・金剛院・西福寺・真教寺が遷宮・開

山しており、その当時から集落が存在してい

たのではないかと思われます。�

　1602年、平戸松浦氏の招請により大島政務

役として木曽義仲で知られる木曽氏直系の木

曽仙三郎義利（井元弥七左衛門義利と改姓）が、

神山に赴任します。�

　その後、1661年、三代政務役赴任井元弥七

左衛門義信は、藩主の命により鯨網組を創業

して成功します。まず、神浦湾入り口の

西止浦（鯨ノ浦）を鯨捌所として諸施設

を整備。まもなく神浦に網工場を移転

し、井元氏自身も神山から移転しま

した。茶室兼鯨遠見所を建て、藩主が

鯨見物に来島の折り茶会を催した所と

いう石垣も現存しています。�

　井元氏鯨組の存在が、神浦に大集落の基礎

をつくり、「鯨一頭獲れば七浦賑わう」といわ

れたように、藩の財政を助け集落を発展させ

庶民の生活を救っています。井元氏鯨組は五

代定治の代で廃業していますが、その後も水

産業を中心に町並みは発展し、1821年の宗門

御改連判帳によると神浦の世帯数は339戸、

人口1,450人と入船出船でにぎわう港町として

栄えていました。�

隆乃若プロフィール�
■生年月日　昭和51年４月２日�
■身長191cm　体重148kg�
■得 意 技　右四つ・上手投げ�
■初 土 俵　平成４年３月�
■新 入 幕　平成11年11月�

　西の十両二枚目として大阪場所に挑んだわれらが隆乃若関ですが、

なかなか思うような力を出し切れずに４勝11敗の成績に終わりました。

両膝にサポーターを付けた姿で勝負に挑んでいた隆乃若関は、その満

身創痍の体で今大きな試練の時を迎えているのではないでしょうか。�

　立会い左を差してきた相手に対し、激しく突っ張りながらがむしゃ

らに前へ前へと踏み込んで自らの体を浴びせるように寄り切った11日

目の光法戦や、押し相撲が得意な北勝岩に対し、正面から力強い踏み

込みで一気に土俵の外へ送り出した14日目の相撲など、終盤にはその

力強さを見せ付ける場面がありましたが、それでも思うように体は動

いていないように見えました。厳しい相撲の世界では、万全の状態で

挑む場所というものはなかなか無いのかもしれません。�

　幕内復帰を目指してひたむきに稽古に取り組んでいる隆乃若関へ、

市民のみなさんのさらなるご声援をよろしくお願いします。�

■生涯戦歴　497勝452敗66休�
■幕内戦歴　229勝242敗39休�
■敢闘賞3回　十両優勝1回　幕下優勝1回　�
■最高位　関脇�

■お問い合わせ　教育委員会大島分室（　内線6140）�

ようしょう�

せんぐう�

さばしょ�

とお み しょ�

しょうせい�

平成19年３月場所（大阪府立体育館）�
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都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班�

 
内
線
2
2
8
4
�

�

公
営
住
宅
の�

　
　
　
　
入
居
者
募
集�

問�

企
画
課
地
域
振
興
班�

　
内
線

２
３
３
５�

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

　
　
　
を
募
集
し
ま
す�

�����

　
本
市
で
開
催
さ
れ
る
国
際
交
流
事
業

の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。�

○
活
動
内
容
　
国
際
交
流
事
業
な
ど
の

　
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
外
国
人
へ
の
通

　
訳
お
よ
び
補
助
業
務�

▼
事
業
例
　
日
蘭
交
流
事
業「
12
ｘ
お

　
ら
ん
だ
」、
青
少
年
日
蘭
交
流
事
業

　（
少
年
サ
ッ
カ
ー
）、
南
安
市
友
好
訪

　
問
団
招
へ
い
事
業
な
ど�

※
平
日
は
無
理
で
も
、
土
・
日
・
祝
日

　
な
ら
活
動
で
き
る
と
い
う
人
、
団
体

　
で
も
構
い
ま
せ
ん
。�

○
応
募
資
格�

▼
個
　
人
　
満
18
歳
以
上
で
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
活
動
に
意
欲
の
あ
る
人�

▼
団
　
体
　
大
学
・
高
校
・
中
学
校
単

　
位
、
各
種
団
体
単
位
で
も
構
い
ま
せ

　
ん
。�

▼
通
訳
レ
ベ
ル
　
特
に
堪
能
で
な
く
て

　
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

　
る
程
度
で
あ
れ
ば
構
い
ま
せ
ん
。�

▼
言
　
語
　
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・

　
そ
の
他�

○
募
集
期
間
　
随
時�

○
活
動
日
程
　
各
事
業
に
お
い
て
、
担

　
当
事
務
局
な
ど
か
ら
連
絡
し
ま
す
。�

○
申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名（
団
体
名
・

　
代
表
者
）・
年
齢
・
職
業
・
連
絡
先

　
の
電
話
番
号
・
通
訳
言
語
・
活
動
希

　
望
曜
日
の
制
限（
例
・
平
日
不
可
な
ど
）

　
を
明
記
の
上
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

○
申
込
先�

　
〒
８
５
９-

５
１
９
２�

　
平
戸
市
岩
の
上
町
１
５
０
８
番
地
３�

　
企
画
課
地
域
振
興
班�

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
22-

５
１
７
８�

▼
Ｅ
メ
ー
ル�

　k
ik
ak
u
@
city
.h
irad
o
.lg
.jp
�

�����

　
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に

添
付
書
類
を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
総

務
住
宅
班
、
ま
た
は
各
支
所
建
設
課
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

○
募
集
戸
数
　
16
戸�

①
平
戸
地
区
　
４
戸�

②
生
月
地
区
　
８
戸�

③
田
平
地
区
　
４
戸�

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。�

○
提
出
期
限
　
５
月
15
日（
火
）�

　
※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。�

○
住
宅
の
種
類�

　
①
市
営
住
宅�

　
②
市
営
一
般
住
宅�

　
③
特
定
公
共
賃
貸
住
宅�

○
申
込
資
格
　
原
則
と
し
て
、
次
の
全

　
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

　
必
要
で
す
。�

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め

　
ら
れ
た
基
準
内
で
あ
る
こ
と�

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と�

　
※
た
だ
し
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は

　
除
き
ま
す
。�

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と�

④
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、

　
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

　
族
が
あ
る
こ
と�

○
添
付
書
類
　
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収

　
票
ま
た
は
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明

　
書
、
住
民
票
謄
本�

○
選
考
方
法
　
市
営
住
宅
お
よ
び
市
営

　
一
般
住
宅
に
つ
い
て
は
、
各
住
宅（
戸
）

　
の
申
込
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
と

　
き
は
、
入
居
者
選
考
委
員
会（
開
催

　
予
定
日
５
月
29
日
）に
よ
る
選
考
と

　
な
り
ま
す
。�

　
　
た
だ
し
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、

　
抽
選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。�

※
抽
選
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
該
当
者

　
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
、
入
居
を
辞
退

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
十
分
検
討
の

う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

�����

　
県
民
参
加
に
よ
る
森
林
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
地
域
や
団
体
、
法
人
な

ど
が
自
ら
取
り
組
む
活
動
に
対
し
て
、

「
な
が
さ
き
森
林
環
境
税
」を
活
用
し
て

助
成
し
ま
す
。�

　
森
林
づ
く
り
の
夢
や
ア
イ
デ
ア
を
実

現
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
助
成
の
対
象
は
、

み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
次
第
で
す
。�

○
活
動
例�

▼
植
樹
や
森
林
整
備
に
関
す
る
活
動
　�

▼
海
を
は
ぐ
く
む
森
林
づ
く
り
、
炭
を

　
使
っ
た
海
川
の
浄
化�

▼
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
へ
木
製
品（
机
、

　
い
す
、
遊
具
な
ど
）の
導
入�

▼
森
林
環
境
学
習�

▼
荒
れ
た
竹
林
の
整
備
、
管
理
な
ど�

○
応
募
受
付
期
間
　�

　
５
月
31
日（
木
）ま
で�

○
公
募
事
業
の
対
象
額�

　�
20
万
円
〜
２
０
０
万
円�

※
詳
し
く
は
農
林
課
林
務
班
ま
で
ご
連

　
絡
く
だ
さ
い
。�

問�

農
林
課
林
務
班�

　
内
線
２
２
６
３�

森
林
を
守
る
取
り
組
み�

を
募
集
し
ま
す�

�

問�

も
　
　
　
り�
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福
祉
事
務
所
総
務
班�

　�
内
線
２
５
６
２�

戦
時
中
看
護
婦
と
し
て�

勤
務
さ
れ
た
み
な
さ
ん
へ�

�

問�

福
祉
事
務
所
総
務
班�

 �
内
線
２
５
６
２�

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑
留
者
・�

引
揚
者
の
み
な
さ
ん
へ�

問�

�

企
画
課
地
域
振
興
班�

 �
内
線
２
３
３
５�

商
業
統
計
調
査
に�

　
　
　
　
ご
協
力
を
！�

問�

�

福
祉
事
務
所
児
童
福
祉
班�

 �
内
線
２
５
６
９�

児
童
手
当
制
度
が�

　
　
拡
充
さ
れ
ま
し
た�

問�

 
�

消
防
本
部
予
防
課�

 �
22-

３
１
６
７�

全
国
統
一
防
火
標
語
が�

決
ま
り
ま
し
た�

�

問�

�����
　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
事
変
地
の
区

域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本

赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海

軍
従
軍
看
護
婦
の
人（
慰
労
給
付
金
受

給
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労

苦
に
報
い
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。�

　
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

○
請
求
期
限
　
平
成
21
年
３
月
31
日（
火
）�

�����

　
恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑
留
者
・

引
揚
者
の「
ご
本
人
」に
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の「
特
別
慰
労
品
」を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。
過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
な
ど
を
受
け
た
人
も
受
け
て
い
な
い

人
も
請
求
で
き
ま
す
。�

○
特
別
慰
労
品
　
旅
行
券
等
引
換
券�

　（
３
〜
10
万
円
相
当
）、
銀
杯
、
置
時

　
計
、
万
年
筆
、
文
箱
、
楯
な
ど�

○
請
求
期
限
　
平
成
21
年
３
月
31
日（
火
）�

※
福
祉
事
務
所
総
務
班
、
ま
た
は
各
支

　
所
市
民
生
活
課
、
各
出
張
所
に
請
求

　
書
を
用
意
し
て
い
ま
す
。�

�����

○
対
象
者�

　
長
崎
県
内
に
居
住
し
て
い
る
人
で�

①
両
親
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
原
爆

　
被
爆
者
で
あ
る
人�

②
昭
和
21
年
６
月
４
日
以
降
に
生
ま
れ

　
た
人（
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
広
島
被

　
爆
の
場
合
、
昭
和
21
年
６
月
１
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
人
）�

※
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

○
申
込
期
限
　
平
成
20
年
２
月
15
日（
金
）�

※
詳
し
く
は
、福
祉
事
務
所
総
務
班
、各

　
支
所
市
民
生
活
課
、各
出
張
所
、ま
た

　
は
県
北
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。�

�����

　
３
歳
未
満
の
児
童
手
当
な
ど
の
額
が
、

今
年
４
月
か
ら
一
律
月
額
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。�

○
０
歳
以
上
３
歳
未
満
児
の
養
育
者
に

　
対
す
る
児
童
手
当
な
ど�

▼
第
１
子
・
第
２
子�

　
月
額
５
千
円
↓
月
額
１
万
円�

▼
第
３
子
以
降（
現
行
ど
お
り
）�

　
月
額
１
万
円
↓
月
額
１
万
円�

○
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
ま
で
の
養

　
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当
な
ど
は
現

　
行
ど
お
り�

▼
第
１
子
、
第
２
子
　
月
額
５
千
円�

▼
第
３
子
以
降
　
月
額
１
万
円�

※
な
お
、
今
回
の
改
正
に
つ
い
て
、
受

　
給
者
か
ら
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

　
せ
ん
。�

�����

　
消
防
庁
で
は
、
広
く
防
火
意
識
を
高

め
る
た
め
に
、
毎
年
、
全
国
か
ら
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
今
年
度
は
、
約
１
万
９
千
点
に
の
ぼ

る
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
次
の
作
品

が
平
成
19
年
度
の
標
語
と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。�

全
国
統
一
防
火
標
語�

「
火
は
見
て
る
　
あ
な
た
が
離
れ
る
　
そ
の

時
を
」�

　
ま
た
、
消
防
庁
で
は
危
険
物
を
取
り

扱
う
関
係
事
業
所
を
始
め
、
国
民
の
み

な
さ
ん
に
、
危
険
物
を
取
り
扱
う
と
き

に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
広
く
呼
び

か
け
る
た
め
、
毎
年
６
月
の
第
２
週
を

「
危
険
物
安
全
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。�

　
危
険
物
安
全
週
間
に
ち
な
み
、
全
国

か
ら
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
約
５

千
点
の
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
次
の

作
品
が
平
成
19
年
度
の
標
語
と
し
て
決

定
し
ま
し
た
。�

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語�

「
危
険
物
　
目
指
せ
無
事
故
の
　
Ｍ
Ｖ

Ｐ
」�

�����

　
６
月
１
日
、「
平
成
19
年
商
業
統
計

調
査
」が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
商
業
振
興
や
流
通
機

構
改
善
な
ど
の
政
策
立
案
の
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
。
５
月
下
旬
か
ら
、
調
査

員
が
す
べ
て
の
卸
売
・
小
売
事
業
所
に

調
査
票
を
配
布
・
回
収
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

※
な
お
、
調
査
員
は「
調
査
員
証
」を
提

示
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。�

福
祉
事
務
所
総
務
班�

 �
内
線
２
５
６
３�

被
爆
者
二
世
の
無
料
健
康�

診
断
の
お
知
ら
せ�

問�
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�����

　
平
戸
市
で
は
、
公
正
で
透
明
な
市
政

を
実
現
す
る
た
め
、「
情
報
公
開
制
度
」

を
施
行
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
権
利
利

益
の
保
護
と
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
実
現

を
目
指
し
、「
個
人
情
報
保
護
制
度
」を

施
行
し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
の
運

用
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

▼
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況�

　
情
報
公
開
請
求
が
14
件
あ
り
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
全
部
公
開（
個
人
情

報
を
除
く
）
11
件
、
文
書
不
存
在
３
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

▼
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況�

　
個
人
情
報
開
示
請
求
が
１
件
あ
り
ま

し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
全
部
開
示
が

１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�����

　
長
崎
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

犯
罪
被
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
や
遺
族

に
対
す
る
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

○
受
付
時
間（
毎
週
火
・
土
曜
日
）�

午
後
１
時
〜
午
後
４
時�

1
０
９
５-

８
２
０-

４
９
７
７�

�����

　
こ
の
支
援
事
業
は
、
地
震
発
生
時
に

木
造
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
、
耐
震
診
断
費
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。�

　
ま
た
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
基

準
に
適
合
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
住
宅

に
つ
い
て
は
、
耐
震
改
修
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。�

○
耐
震
診
断
　
診
断
費
４
万
５
千
円
の

　
う
ち
３
万
円
を
補
助
（
自
己
負
担
額

　
１
万
５
千
円
）�

○
耐
震
改
修
　
診
断
の
結
果
、
耐
震
基

　
準
に
適
合
し
な
い
住
宅
の
改
修
工
事

　
に
対
し
、
工
事
費
の
２
分
の
１
で
60�

　
万
円
を
限
度
に
補
助�

○
対
象
住
宅
　
次
の
条
件
を
全
て
満
た

　
す
こ
と
が
必
要
で
す
。�

▼
昭
和
56
年
５
月
31
日
の
建
築
基
準
法

　
改
正
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅�

▼
申
請
者
本
人
が
所
有
し
、
居
住
す
る

　
住
宅�

▼
木
造
住
宅
で
３
階
建
て
以
下
の
住
宅�

○
受
付
開
始
日
　
６
月
１
日（
金
）�

�����

　
市
町
村
た
ば
こ
税
は
、
た
ば
こ
の
売

上
額
に
応
じ
て
地
方
公
共
団
体
に
納
税

さ
れ
ま
す
。
平
戸
市
の
た
ば
こ
税
収
入

は
、
市
の
大
切
な
財
源
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
ば
こ
一
箱
で
約
66
円
が
、

市
の
収
入
と
な
り
ま
す
。�

　
た
ば
こ
を
購
入
す
る
場
合
は
、
市
内

の
小
売
店
・
自
動
販
売
機
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。�

※
喫
煙
を
推
進
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。�

※
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
喫
煙
し
ま
し
ょ
う
。�

�����
　
次
の
日
時
に
は
、
佐
世
保
県
税
事
務�

所
で
、
自
動
車
税
を
時
間
外
に
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

○
と
　
き�

▼
５
月
27
日（
日
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
ま
で�

▼
５
月
28
日（
月
）〜
31
日（
木
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
ま
で�

※
詳
し
く
は
、
佐
世
保
県
税
事
務
所
、

　
ま
た
は
税
務
課
納
税
班
ま
で
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。�

�����

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
70
歳

未
満
の
人（
65
歳
以
上
の
障
害
認
定
に

よ
る
老
人
医
療
受
給
者
を
除
く
）に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
病
院
な
ど
で
請
求

さ
れ
た
一
部
負
担
金（
３
割
・
３
歳
未

満
は
２
割
）を
い
っ
た
ん
全
額
支
払
い
、

そ
の
後
申
請
す
る
こ
と
で
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
る
分
を
高
額
療
養
費
と
し

て
支
給
し
て
い
ま
し
た
。�

　
４
月
診
療
か
ら
は
、
新
た
に
発
行
さ

れ
る「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
入
院
の

際
、
病
院
に
提
示
し
て
お
く
こ
と
で
、

１
か
月
の
入
院
に
係
る
窓
口
で
の
支
払

額
が
自
己
負
担
限
度
額
に
な
り
ま
す
。

認
定
証
の
発
行
を
希
望
す
る
人
は
、
保

険
証
と
印
か
ん
を
持
参
の
上
、
保
険
福

祉
課
国
保
年
金
班
、
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
課
、
各
出
張
所
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。�

�

総
務
課
行
政
班�

　�
内
線
２
３
１
３�

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報�

保
護
制
度
の
運
用
状
況�

問�市
民
課
環
境
交
通
班�

 �
内
線
２
５
２
９�

犯
罪
被
害
者
支
援�

　
　
　
　
　
の
ご
案
内�

問�

�

都
市
計
画
課
建
築
営
繕
班�

　�
内
線
２
２
８
７�

安
全
・
安
心
住
ま
い
づ
く
り�

支
援
事
業
の
ご
案
内�

問�

税
務
課
住
民
税
班�

　
内
線
２
５
４
６�

た
ば
こ
は
平
戸
市
内
で�

購
入
し
ま
し
ょ
う�

問�

保
険
福
祉
課
国
保
年
金
班�

�
　
内
線
２
５
９
３�

高
額
療
養
費
現
物
給
付
化�

と
限
度
額
適
用
認
定
証�

問�

税
務
課
住
民
税
班�

　
内
線
２
５
４
６�

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、�

５
月
31
日
で
す�

問�
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保
険
福
祉
課
国
保
年
金
班�

　�
内
線
２
５
８
９�

年
金
相
談
を�

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い�

�

問�

　田平町在住の生物生態写真家・栗林　さんの写真展が長

崎県美術館で開催されます。作品は新作60点で、最大160

㎝×120㎝の作品も公開されます。入場は無料となっていま

すので、ぜひご来場ください。�

お問い合わせ�

　文化振興課文化振興班（　内線2632）�

�����

　
農
業
者
の
み
な
さ
ん
、
老
後
を
安
心

し
て
過
ご
す
た
め
に
、
農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！
農
業
者
年
金
を
検

討
し
て
み
た
い
と
思
う
人
に
は
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
送
付
や
戸
別
訪
問
な
ど
を

行
い
説
明
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。�

�����

　
今
年
度
も
社
会
保
険
事
務
所
の
社
会

保
険
総
合（
出
張
）相
談
所
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。�

　
５
月
〜
７
月
の
会
場
と
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。�

○
相
談
日
程�

▼
平
戸
市
役
所�

　
５
月
29
日（
火
）・
７
月
24
日（
火
）�

▼
生
月
支
所
　
７
月
19
日（
木
）�

▼
舘
浦
出
張
所
　
６
月
21
日（
木
）�

※
受
付
は
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま

　
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�����

　
こ
れ
ま
で
、
２
月
中
旬
に
開
催
し
た

「
第
１
回
地
元
意
見
交
換
会
」や
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
な
ど
で
、
西
九
州
自
動
車
道

（
松
浦
〜
佐
々
間
）の
道
路
計
画
に
関
す

る
ル
ー
ト
検
討
範
囲
に
つ
い
て
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
第
２
回

地
元
意
見
交
換
会
で
は
、
絞
り
込
ん
だ

計
画
帯（
案
）と
そ
の
考
え
方
を
報
告
し
、

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
に
計
画
帯（
案
）

に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。�

○
と
　
き
　
５
月
28
日（
月
）�

　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時�

○
と
こ
ろ
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー�

�

農
業
委
員
会
総
務
班�

　
内
線
２
６
５
３�

老
後
を
サ
ポ
ー
ト
す
る�

農
業
者
年
金�

問�

建
設
課
総
務
班�

　�
内
線
２
２
３
３�

「
西
九
州
自
動
車
道
」�

　
　 

地
元
意
見
交
換
会�

問�

▲前回の意見交換会の様子�

生物生態写真家�
田平町下寺免・67歳�
中国・瀋陽生まれ。�
昆虫などの生物写真を専門と
する。�
医療用内視鏡などを基に、�
独自開発したレンズで撮影した
写真は、国内外で高い評価を
得ている。�
昨年11月、科学写真のノーベ
ル賞ともいわれる「レナート・
ニルソン賞」を受賞。生物生
態写真家として世界から認めら
れる。�

栗林�
（くりばやし・さとし）�
�

�
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農
業
委
員
会
農
地
班�

　
内
線
２
６
５
４�

農
業
委
員
会
か
ら
の�

お
知
ら
せ�

問�

�����『
無
断
転
用
は
法
律
違
反
で
す
。』�

　
農
地
を
住
宅
や
倉
庫
、
資
材
置
場
、

駐
車
場
な
ど
の
用
途
に
転
用
す
る
場
合

は
許
可
が
必
要
で
す
。
無
断
で
農
地
を

転
用
し
た
場
合
、
工
事
の
中
止
、
農
地

の
復
元
な
ど
の
措
置
が
行
わ
れ
、
従
わ

な
い
場
合
３
年
以
下
の
懲
役
、
３
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�『
全
国
農
業
新
聞
を
読
み
ま
し
ょ
う
！
』�

　
農
業
経
営
の
参
考
に
ぜ
ひ
読
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
先
進
的
な
農
業
経
営
者
の

取
り
組
み
事
例
や
営
農
技
術
、
流
通
、

農
業
者
年
金
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
農
政
の
動
き
な
ど
が
す
ぐ
分

か
り
、
農
業
者
に
役
立
つ
新
聞
で
す
。�

　
お
申
し
込
み
は
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。�

○
購
読
料
　
月
額
６
０
０
円�

　（
１
か
月
４
回
発
行
）�

�『
小
作
料
標
準
額
と�

　
　
農
作
業
賃
金
を
定
め
て
い
ま
す
。』�

▼
小
作
料
標
準
額（
表
１
）�

①
こ
の
標
準
額
は
目
安
を
示
し
た
も
の

で
、
地
域
に
よ
っ
て
土
地
条
件
、
生
産

性
な
ど
の
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
双

方
で
協
議
し
て
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。�

②
小
作
料
の
標
準
額
の
適
用�

　
平
成
18
年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３

　
月
31
日
ま
で
適
用�

▼
農
作
業
賃
金（
表
２
）�

　
こ
の
金
額
は
標
準
的
な
目
安
で
す
の

で
、
労
働
条
件
を
考
慮
し
、
ま
た
地
域

の
実
情
に
応
じ
運
用
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
昼
食
な
ど
の
賄
い
は
地
域
の
慣
習
に
　

よ
り
ま
す
。�

※
交
通
費
が
必
要
な
と
き
は
、双
方
で
　

協
議
し
て
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。�

【表２】�

基準　　　　作　　業　　名　　　　　金額（円）�

機

械

作

業

な

ど

の

受

委

託

料

金

�

農
作
業
賃
金
　
１
日
（
８
時
間
）
�

田
植
　
　
稲
刈
�

手 　 　 　 植 �

機 械 植 補 助 �

手 　 　 　 刈 �

機 械 刈 補 助 �

一 般 農 作 業 �

農 機 具 運 転 �

み か ん 収 穫 �

時 給（ 1 時 間 ）�

田畑耕転・整地（トラクタ－）�

トラクタ深耕（プラウ起）飼料

刈 （ モ ア ー ）�

飼料刈（ホーレージ）�

飼料収穫（集草・反転）�

飼料収穫（ロール）�

荒田掻き（トラクタ－）�

　中代・植代掻き　�
　（トラクタ－）　 �

　 田 植 え 　 �

　（ 機 械 植 え ）　 �

薬剤散布（動力散粉機）�

脱穀（ハーベスタ－）�

稲刈り（バインダー）�

稲刈り（コンバイン）�

水 稲 中 苗 育 苗 �

籾乾燥（乾燥機）コンバイン 籾

乾燥（乾燥機）田干し�

10ａ当たり�

10ａ当たり�

10ａ当たり�

10ａ当たり�

10ａ当たり�

1 ロ ー ル �

10ａ当たり�

10ａ当たり�

10ａ当たり�

10ａ当たり�

１袋当たり�

10ａ当たり�

10ａ当たり�

1 箱当たり�

1 乾 燥 �

1 乾 燥 �

6,000�

6,000�

6,000�

6,000�

6,000�

6,500�

5,500�

750�

6,000�

6,000�

2,000�

7,000�

2,000�

200�

6,000�

5,000�
基盤整備地内�

6,000�
基盤整備地外�

5,500�
基盤整備地内

6,500�
基盤整備地外�

2,500�

300�

5,500�

12,000�

600�

5,000�

3,000

※苗、農薬、肥料、結束組、袋などは発注者負担とする。�

平
戸
地
区
�

農地の区分�

田
　
　
畑
�

田
　
　
畑
�

田
　
　
　
畑
�

田
　
　
　
畑
�

13,000 �

6,000 �

3,000 �

3,000 �

11,000 �

7,500 �

3,000 �

 13,000 �

8,000 �

3,000 �

3,000 �

 15,000 �

10,000 �

17,000 �

5,000 �

3,000 �

15,000 

上田�

中田�

下田�

（飼料畑）�

圃場整備完了田�

圃場整備未了田�

飼料畑�

上田�

中田�

下田�

（飼料畑）�

圃場整備完了田�

圃場整備未了田�

共通（たばこ）�

圃場整備完了畑�

圃場整備未了畑�

共通（たばこ）�

玄米　420kg�

玄米　390kg�

玄米　360kg�

イタリアン（青刈り）6,000kg�

ソルゴー（青刈り）6,500kg�

玄米　395kg�

〃�

イタリアン（青刈り）4,000kg�

ソルゴー（青刈り）5,800kg�

玄米　430kg�

玄米　400kg�

玄米　370kg�

イタリアン（青刈り）6,000kg�

ソルゴー（青刈り）6,500kg�

玄米　420kg�

玄米　390kg�

�

イタリアン（青刈り）3,500kg�

ソルゴー（青刈り）4,800kg

【表1】� 小作料標準額�
（10a当たり）�

大
島
地
区
�

田
平
地
区
�

生
月
地
区
�

小作料の標準額（円）� 標準収量�

平成19年度　農作業賃金標準額�
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「
特
設
人
権
相
談
所
」�

　
　
　
開
設
の
お
知
ら
せ�

��

問�

�

�

法
務
局
平
戸
支
局�

　�
22
‐
２
２
６
３�

第
13
回
按
針
忌
開
催
の�

　
　
　
　
　  

お
知
ら
せ�

��
問�

�

�

国
際
交
流
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
会�

　�
22
‐
５
３
５
６�

北
農
成
人
大
学
講
座
の�

　
　
　
　  

　
お
知
ら
せ�

���

問�

�

�

北
松
農
業
高
校�

　�
57
‐
０
５
１
２�

ひ
ら
ん
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
７�

「
音
楽
で
偲
ぶ
大
航
海
時
代
」�

〜
天
使
が
奏
で
る
リ
ュ
ー
ト
の
調
べ
〜�

���

問�

�

�

平
戸
文
化
協
会�

　�
22
‐
2
3
7
8

�����『
按
針
追
悼
式
』�

○
と
　
き
　
５
月
27
日（
日
）�

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜�

○
と
こ
ろ
　
按
針
塚�

　（
三
浦
按
針
の
墓
・
崎
方
公
園
内
遠
見
）�

『
按
針
ト
ー
ク
』�

○
と
　
き
　
５
月
27
日（
日
）�

　
　
　
　
　
午
後
４
時
30
分
〜�

○
と
こ
ろ
　
按
針
の
館（
木
引
田
町
）�

�����

　
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
６
月

１
日
、
各
地
区
に
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。�

　
家
庭
内
の
も
め
事
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
悩
み
や
心
配
ご

と
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
相
談
は
無

料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
会
場
へ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。�

○
と
　
き
　
６
月
１
日（
金
）午
前
10
時
〜

午
後
３
時�

○
と
こ
ろ�

離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー�

（
北
部
公
民
館
）�

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー�

（
南
部
公
民
館
）�

田
平
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー�

生
月
町
中
央
公
民
館�

大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー�

�����　
県
立
北
松
農
業
高
校
の「
成
人
大
学
講

座
」を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
は
、

従
来
の
園
芸
講
座
に
加
え
、
食
品
加
工
、

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
利
用
に
つ
い
て
の
講
座

も
行
い
ま
す
。�

○
期
　
間
　
５
月
19
日（
土
）〜
12
月
８
日

（
土
）ま
で
の
期
間
で
計
８
回（
各
土
曜
日
・

午
前
10
時
〜
）�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

○
と
こ
ろ
　
北
松
農
業
高
校�

○
講
座
内
容�

①
開
講
式
・
夏
野
菜
の
栽
培�

　
イ
モ
類
の
栽
培�

②
観
葉
植
物
の
管
理
と
繁
殖�

③
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
暑
中
見
舞
い
作
り�

④
秋
野
菜
の
栽
培�

⑤
洋
菓
子
の
製
造�

⑥
秋
の
花
苗
つ
く
り�

⑦
ケ
ー
キ
作
り�

⑧
デ
ニ
ッ
シ
ュ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
製
造�

⑨
果
樹
類
の
冬
の
管
理�

⑩
肉
ま
ん
の
製
造
・
閉
講
式�

○
募
集
人
員
　
30
人
程
度（
先
着
順
）�

※
人
数
の
関
係
で
前
年
度
受
講
者
は
、
ご

遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

○
実
習
材
料
費
　
２
千
円�

○
申
込
期
間
　
５
月
７
日（
月
）〜
５
月
11

日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

○
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。�

�����

　
リ
ュ
ー
ト
は
西
ア
ジ
ア
に
起
源
を
持
つ

弦
楽
器
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
は「
リ
ュ
ー
ト
」、

日
本
へ
は「
琵
琶
」と
し
て
伝
わ
り
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
天
使
が
奏
で
る
楽
器
と

称
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
や
さ
し
い
音
色

は
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
大
航
海
時
代

と
時
を
同
じ
く
し
て
庶
民
の
間
で
大
変
盛

ん
に
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
平
戸
は

日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
接
点
で
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
と
と
も
に
西
洋
音
楽
も
伝
わ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
リ
ュ
ー
ト
は
大
変
デ
リ
ケ
ー
ト
な
楽
器

な
の
で
、
当
時
の
命
が
け
の
航
海
に
耐
え

平
戸
に
伝
わ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で

す
が
、
船
乗
り
た
ち
は
き
っ
と
ふ
る
さ
と

を
偲
び
、
母
国
で
は
や
っ
て
い
た
音
楽
を

口
ず
さ
ん
で
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
会
場
と
な
る
田
平
天
主
堂
は
、
１
９
１

８
年
に
完
成
。
20
世
紀
の
末
に
イ
タ
リ
ア

か
ら
職
人
を
招
い
て
整
備
し
た
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
群
は
厳
粛
・
壮
観
で
す
。
堂
内
の

響
き
も
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
音
楽
家
た

ち
の
憧
れ
の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
リ
ュ

ー
ト
の
よ
う
な
や
さ
し
い
音
色
の
楽
器
に

は
最
適
の
空
間
で
す
。
田
平
天
主
堂
の
荘

厳
な
雰
囲
気
の
中
で
、
天
使
が
奏
で
る
楽

器「
リ
ュ
ー
ト
」の
調
べ
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。�

○
と
　
き
　
６
月
２
日（
土
）午
後
２
時
〜�

○
と
こ
ろ
　
田
平
天
主
堂�

○
入
場
料
　
１
千
円�

※
高
校
生
以
下
は
、
無
料
で
す
。�

○
出
　
演
　
永
田
斉
子（
リ
ュ
ー
ト
奏
者
・

東
京
都
）、
井
上
周
子（
リ
ュ
ー
ト
奏
者
・

佐
世
保
市
）、
古
典
音
楽
研
究
会（
平
戸
市

文
化
協
会
会
員
）�

○
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム�

・
タ
ン
タ
ム
エ
ル
ゴ�

（
サ
カ
ラ
メ
ン
タ
提
要
）�

・「
牝
牛
を
見
張
っ
て
お
く
れ
」に
よ
る
変
奏

曲（
ナ
ル
バ
エ
ス
）�

・
フ
ァ
ン
タ
シ
ー
ア
（
ミ
ラ
ン
）
な
ど�
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赤
ち
ゃ
ん�

保
護
者�

行
　
政
　
区�

■３月の交通事故� ■３月末までの�
　火災救急件数�件　数�

死　者�

負傷者�
（重傷）1名  （軽傷）10名�

（　）内は昨年同期�

火災�

救急�

14件（9件）�

281件（330件）�

死

亡

�

氏
　
　
名�

年
齢�

死
亡
日�

行
　
政
　
区�

ご
冥
福
を�

お
祈
り
し
ま
す�

篤志および香典返しで、次の方々から�
ご寄付がありました（敬称略）。�善意のともしび�

平戸文化センターへ�

　○平戸つつじバドミントンクラブ　�

ひらどふれあい福祉基金へ�

　○紐差町　坂口屋清　�

�

問�

海
技
免
状
更
新
・
失
効�

　
再
交
付
講
習
会
の
ご
案
内�

�

生
月
漁
業
協
同
組
合�

　�
53
‐
２
１
３
１�

���【
平
戸
地
区
】�

西
田
　
美
羽
 
司
 

大
石
脇
�

藤
村
　
亮
汰
 
尚
慶
 

山
中
�

倉
田
　
美
羽
 
英
路
 

戸
石
川
�

八
木
原
慎
吾
 
晋
 

紐
差
第
４
�

末
永
　
千
春
 
勇
 

深
川
�

【
生
月
地
区
】�

櫻
井
り
り
か
 
喜
治
 

堺
目
�

末
永
　
菜
那
 
尚
幹
 

山
田
�

石
屋
達
乃
助
 
広
三
 

浦
北
�

山
下
　
叶
夢
 
昌
之
 

浦
北
�

【
田
平
地
区
】�

原
口
　
真
弥
 
正
人
 

坊
田
�

���【
平
戸
地
区
】�

永
田
　
重
美
81
歳
 
3
/
16
 田
崎
�

戎
丸
屋
イ
サ
ヨ
84
歳
 
3
/
16
 中
の
原
�

冨
田
　
ツ
タ
77
歳
 
3
/
16
 大
志
々
伎
�

楠
富
源
一
郎
81
歳
 
3
/
18
 宮
の
浦
�

田
中
千
代
子
96
歳
 
3
/
18
 稗
田
�

　
山
　
ヤ
ヱ
90
歳
 
3
/
19
 紐
差
第
1
�

川
上
 
 
正
68
歳
 
3
/
19
 宝
亀
第
3
�

綾
香
ト
ク
子
74
歳
 
3
/
22
 中
の
崎
�

鴨
川
 
 
悟
24
歳
 
3
/
22
 神
船
�

　
　
 
シ
ゲ
89
歳
 
3
/
25
 木
ヶ
津
第
1

�

　
永
 
光
夫
50
歳
 
3
/
27
 大
瀬
�

柴
山
 
貞
子
78
歳
 
3
/
29
 上
大
垣
�

松
尾
　
ミ
カ
75
歳
 
3
/
30
 上
大
垣
�

田
澤
　
太
郎
86
歳
 
4
/
2
 飯
良
第
2
�

岡
 
 
登
代
86
歳
 
4
/
4
 川
内
浦
�

楠
本
　
艶
子
87
歳
 
4
/
5
 小
川
�

加
藤
チ
ヨ
ノ
73
歳
 
4
/
6
 木
場
�

山
下
瀧
八
郎
65
歳
 
4
/
9
 薄
香
浦
�

　
田
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12件�

1名�

11名�

�����

○
と
　
き
　
６
月
１
日（
金
）午
前
９
時
〜

　（
受
付
・
午
前
８
時
30
分
〜
）�

○
と
こ
ろ
　
生
月
漁
業
協
同
組
合
３
階
　

大
会
議
室�

○
受
講
資
格�

①
更
新
講
習�

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
お
よ
び
大
型（
海

技
士
）免
状
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
有

効
期
間
が
平
成
20
年
５
月
31
日
ま
で

の
人�

②
失
効
再
交
付
講
習�

海
技
免
状
の
有
効
期
間
内
に
更
新
を

し
な
か
っ
た
た
め
効
力
を
失
っ
た
人�

③
長
期
失
効
再
交
付
講
習�

海
技
免
状
が
失
効
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
５
年
以
上
経
っ
た
人�

④
乗
船
履
歴
に
よ
る
更
新�

　
大
型（
海
技
士
）免
状
に
限
り
ま
す
。�

○
受
講
料
お
よ
び
必
要
書
類
な
ど�

　
下
表
の
と
お
り�

○
申
込
締
切
日
　
６
月
１
日（
金
）�

※
当
日
受
付
で
き
ま
す
。�

�

小型船舶操縦免許証�

１～６級海技士（航）�
１～３級海技士（通信）�

小型船舶操縦免許証�

１～３級海技士（航）�

４～６級海技士（航）�
通信失効講習�

9,100円�

9,800円�

15,000円�

25,300円�

15,200円�

5,700円�

写真２枚（タテ4.5㎝×ヨコ3.5㎝）・住民票・免状�
�
写真２枚（タテ3.0㎝×ヨコ3.0㎝）・免状�
�
写真２枚（タテ4.5㎝×ヨコ3.5㎝）・住民票・免状�
�
写真２枚（タテ3.0㎝×ヨコ3.0㎝）・免状�
�
写真２枚（タテ3.0㎝×ヨコ3.0㎝）・免状�

船員手帳・免状�
※併講を除き身体検査証明書（写真付）必要�

更
新
�

失
効
再
交
付
�

乗船履歴による更新申請�

講習の種類� 必要書類�受講料�
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平戸市役所も参加しています。�

古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
、
�

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
�

　年々参加者が増加してい
る魅力たっぷりの「平戸体験」。
私もその魅力にとりつかれ
ている1人です。取材や撮
影でさまざまな体験を間近
に体感し、行くたびに感動
しています。�
　今月号では、「平戸体験       
にスポットを当て、平戸体
験の魅力をほんの一部です
が紹介しています。この機
会にぜひ市民のみなさんも
チャレンジしてみてはいか
がですか！？きっと感動す
ること間違いなしです。�

編集室からひとこと�

［
編
集
・
発
行
］
 平
戸
市
企
画
課
　
〒
8
5
9
-5
1
9
2
 長
崎
県
平
戸
市
岩
の
上
町
1
5
0
8
番
地
3
�

■
T
E
L
／
0
9
5
0
-2
2
-4
1
1
1（
代
）  F
A
X
／
0
9
5
0
-2
2
-5
1
7
8
　
■
U
R
L
 http://w

w
w
.city
.hira
do.lg
.jp�

■
E
-m
a
il  k
ik
a
k
u
@
c
ity
.h
ira
d
o
.lg
.jp
　
■
印
刷
／
有
限
会
社
ケ
ン
ホ
ク
プ
リ
ン
ト
�

◎今月の表紙�

◎人口の動き�

■平戸市人口／38,691人（－281）�

　男性／18,197人（－146）�

　女性／20,494人（－135）�

■世帯数　14,493戸（－67）�

※（ ）は、前月との比較�

平成19年4月1日現在�

　特集「平戸体験」からの一コ
マ。４月14日、大野町の森厚
さん（写真右）のイチゴハウス
で、長崎市から訪れた大道寺
さん親子が「イチゴ収穫体験」
を楽しみました。�
　イチゴの生育の過程や収穫
の仕方など、森さんの優しい
指導のもと、真っ赤に色づい
たイチゴを親子仲良く摘んで
いました。�

　４月に広報担当になって
あっという間に１か月が過
ぎました。知っているよう
で知らなかった平戸、新た
な発見の連続で感動の毎日
を過ごしています。そして、
これからたくさんの市民の
みなさんと出会うと思うと
期待に胸が膨らみます。�
　これから と２人で市内
全域を駆け回り、市民のみ
なさんに親しまれる広報ひ
らど作りを心掛けていきます。�
たくさんの情報提供をお待
ちしています。�

　　　戸を代表する食材「平戸

　　　ひらめ」「うちわエビ」「サ

ザエ」「平戸牛」を、ぜいたくに

食すことができる“平戸じげもん

御膳”が今年も市内宿泊施設

で味わえます。�

　そのほか、平戸産のアスパ

ラガス・タマネギ・バレイシ

ョに、今年から新たに平戸産

のイカが加えられるなど、地

元の食材にこだわっています。�

　また、市内飲食店ではうち

わエビを使った「うちわエビク

リームスパゲティ」「うちわエ

ビちゃんぽん」「うちわエビ定食」

など、各店自慢の料理が勢揃

い！この機会にぜひ、ご賞味く

ださい。�

お問い合わせ�

　平戸観光協会（　23-8600）�

平�

▲写真はイメージです�
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